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　１月 14日（日）に菊池市多
目的グラウンドであった「菊
池市消防団出初式」での一斉
放水です。
　通常点検や表彰などがあり、
1,632 人の団員がその勇姿を
披露しました。
（８ページに関連記事）



　

平
成
17
年
度
決
算
と
は
、
平
成
17

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
18
年
３
月
31

日
ま
で
の
収
入
支
出
の
実
績
の
こ
と

で
す
。

　

平
成
17
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算

規
模
は
、
歳
入
２
６
６
億
４
、
１
８

２
万
８
千
円
（
対
前
年
比
５
・
２
％

減
）、
歳
出
２
５
７
億
３
、
７
５
９

万
８
千
円
（
対
前
年
比
０
・
２
％
増
）

で
、
歳
入
歳
出
の
差
引
額
は
９
億
４

２
３
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
は
、
市
町
村
合
併
に
伴
う
支

援
措
置
と
し
て
地
方
交
付
税
が
４
億

９
、
６
６
３
万
３
千
円
（
対
前
年
比

６
・
４
％
増
）
の
増
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
国
に
お
い
て
進
め

ら
れ
て
い
る
三
位
一
体
の
改
革
の
影

響
が
大
き
く
、
歳
入
全
体
か
ら
見
た

場
合
、
依
然
厳
し
い
財
政
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
の
う
ち
、
普
通
建
設
事
業
費

の
主
な
も
の
と
し
て
、
旭
志
中
央
団

地
建
設
事
業
、
田
島
団
地
建
設
事
業
、

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
、
し
尿
処

理
場
解
体
事
業
、
温
泉
ド
ー
ム
改
修

事
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

●
市
税

　

市
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
、
皆
さ

ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
お
金
で
す
。

●
分
担
金
お
よ
び
負
担
金

　

保
育
所
の
保
育
料
な
ど
と
し
て
入
っ

て
き
た
お
金
で
す
。

●
使
用
料
お
よ
び
手
数
料

　

公
営
住
宅
の
家
賃
な
ど
と
し
て
入
っ

て
き
た
お
金
で
す
。

●
財
産
収
入
・
寄
附
金
・
諸
収
入

　

市
が
持
っ
て
い
る
土
地
や
建
物
の
貸

し
付
け
な
ど
で
入
っ
て
き
た
お
金
で

す
。

●
繰
入
金

　

基
金
か
ら
繰
り
入
れ
た
お
金
で
す
。

●
繰
越
金

　

前
年
度
か
ら
繰
り
越
し
た
お
金
で
す
。

●
市
債

　

市
が
国
な
ど
か
ら
借
り
た
お
金
で
す
。

●
県
支
出
金

　

市
の
特
定
事
業
に
対
し
て
、
県
か
ら

交
付
さ
れ
た
お
金
で
す
。

●
国
庫
支
出
金

　

市
の
特
定
事
業
に
対
し
て
、
国
か
ら

交
付
さ
れ
た
お
金
で
す
。

●
地
方
交
付
税

　

国
税
（
所
得
税
・
法
人
税
・
酒
税
な

ど
）
の
一
部
か
ら
、
市
の
財
政
状
況

に
応
じ
て
交
付
さ
れ
た
お
金
で
す
。

●
地
方
譲
与
税
・
交
付
金
等

　

国
税
の
一
部
を
一
定
の
基
準
で
市
に

譲
与
さ
れ
た
お
金
で
す
。

歳入決算額
266 億 4,182 万 8 千円

自主財源

市税
48億8,234万円

18.3％

地方交付税
82億4,923万4千円

31.0％

分担金および負担金
4億3,787万9千円

1.6％

使用料および手数料
5億5,563万9千円

2.1％
地方譲与税・交付金等
14億8,961万1千円

5.6％

財産収入・寄附金・諸収入
4億1,774万7千円

1.6％

国庫支出金
29億7,297万6千円

11.2％

繰入金
11億5,219万円

4.3％

市債
27億6,670万円

10.4％

繰越金
24億3,437万4千円

9.1％

県支出金
12億8,313万8千円

4.8％

依存財源

歳出決算額
257 億 3,759 万 8 千円

公債費
28億2,109万6千円

11.0％
総務費

46億5,500万8千円
18.1％

災害復旧費
1億3,629万4千円

0.5％

教育費
21億7,450万2千円

8.4％

議会費
3億3,825万3千円

1.3％

消防費
9億2,157万6千円

3.6％

民生費
57億7,990万7千円

22.5％

土木費
41億2,692万3千円

16.0％

農林水産業費
23億7,406万1千円

9.2％

商工費
6億9,454万5千円

2.7％

衛生費
17億1,543万3千円

6.7％

平成17年度各特別会計別決算状況

特別会計名 歳入 歳出

国民健康保険事業特別会計 54億6,344万6千円 53億8,577万7千円

老人保健医療事業特別会計 66億4,981万6千円 66億4,981万6千円

介護保険事業特別会計 38億7,391万2千円 37億6,199万6千円

簡易水道事業等特別会計 4億683万5千円 3億9,227万5千円

公共下水道事業特別会計 11億6,462万9千円 13億9,010万1千円

特定環境保全
公共下水道事業特別会計

5億1,859万5千円 5億1,859万5千円

地域生活排水処理事業
特別会計

7,075万6千円 7,075万4千円

農業集落排水事業特別会計 5億5,644万7千円 5億5,644万6千円

特別養護老人ホーム
特別会計

8億561万9千円 6億2,873万4千円

平成17年度に
使われたお金（一般会計）を
菊池市民１人あたりに換算すると

488,342円
（平成18年3月末人口:52,704人で算出）

平成17年度に
納められたお金（一般会計・市税）を
菊池市民１人あたりに換算した税金額は

92,637円
（平成18年 3月末人口 :52,704人で算出）

公債費

53,527円

教育費

41,259円

土木費

78,304円

農林水産業費

45,045円

民生費

109,667円

議会費

6,418円

災害復旧費

2,586円

消防費

17,486円

商工費

13,178円

衛生費

32,548円

総務費

88,324円

内　訳

用
語
の
説
明

平
成
17
年
度
一
般
会
計
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

●自主財源
　市税や負担金などで、市が自主的に収入し
ているものです。
▲依存財源
　地方交付税や国・県支出金および市債など
で、市が自主的に収入を確保できないもので
す。

菊
池
市
の
家
計
簿
平
成
17
年
度
決
算

問
い
合
わ
せ
先

財
政
課　

☎
（
25
）
１
１
１
１
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●
経
緯
について

　

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、
合
併
協

議
会
で
「
合
併
後
３
年
を
目
標
に
新

庁
舎
を
建
設
す
る
こ
と
と
し
、
国
道

３
２
５
号
・
３
８
７
号
間
の
菊
池
市
道

花
房
森
北
線（
菊
池
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
）

沿
線
周
辺
に
適
地
を
求
め
る
」
と
確
認

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
合
意
事
項
を

尊
重
し
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
お
よ
び
市

民
代
表
か
ら
な
る
検
討
懇
談
会
、
並
び

に
議
会
の
新
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会
の

意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
庁
内
検
討
委
員

会
に
お
い
て
慎
重
審
議
を
重
ね
、
新
庁

舎
等
の
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
策
定

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
旧
菊
池
市
の
隈
府
を
中
心

に
１
万
人
余
り
の
署
名
を
添
え
た
再
検

討
の
要
望
書
や
、
旧
泗
水
町
の
区
長
会

長
を
中
心
と
し
た
合
併
協
議
会
確
認
事

項
遵
守
の
要
望
書
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
文
書
や
口
頭
な
ど
方
法
は

異
な
り
ま
す
が
、
18
名
の
議
員
の
方
々

か
ら
新
庁
舎
基
本
構
想
・
基
本
計
画

（
案
）
の
凍
結
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。
新
庁
舎
の
建
設
の
た
め

の
基
本
構
想
等
は
、
現
在
策
定
中
で
す

が
、
前
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
さ
ま
ざ

ま
な
立
場
か
ら
の
意
見
が
出
さ
れ
、
ま

た
、
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て

い
る
状
況
な
ど
、
次
に
述
べ
る
事
項
な

ど
勘
案
し
て
、
新
庁
舎
の
建
設
を
一
時

的
に
凍
結
す
る
こ
と
を
決
断
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

●
財
政
問
題
について

　

ま
ず
、
財
政
問
題
が
あ
り
ま
す
。
昨

年
11
月
、
議
会
の
要
望
に
よ
り
今
後
10

年
間
の
財
政
試
算
を
策
定
し
、
議
会
に

提
示
し
ま
し
た
。
平
成
23
年
度
に
は
現

在
積
み
立
て
て
お
り
ま
す
54
億
円
の
財

政
調
整
基
金
は
底
を
つ
き
、
更
に
平
成

26
年
度
に
は
17
億
円
の
赤
字
に
な
る
試

算
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
国
の
地
方

に
対
す
る
支
援
策
等
は
大
変
厳
し
い
も

の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
不
透
明
な

部
分
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
新「
菊
池
市
」

は
、
約
65
％
を
国
県
か
ら
の
依
存
財
源

で
運
営
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
し
ば
ら

く
は
国
の
施
策
の
動
向
を
見
極
め
る
必

要
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、
行
政
改

革
の
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
中
心
に
歳
出

の
抑
制
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
19
年
度
ま

で
の
３
カ
年
間
の
決
算
の
見
極
め
を
し

て
、
市
財
政
の
収
支
状
況
を
確
実
に
把

握
し
つ
つ
、
平
成
19
年
度
か
ら
は
、
新

庁
舎
建
設
の
た
め
の
基
金
積
立
を
実
施

し
、
建
設
の
準
備
を
し
た
い
と
考
え
ま

す
。
毎
年
度
約
３
億
円
程
度
を
積
み
立

て
、新
庁
舎
基
本
構
想
・
基
本
計
画（
案
）

に
示
し
て
あ
り
ま
す
建
設
費
の
一
般
財

源
分
約
13
億
円
程
度
を
目
標
と
す
る
も

の
で
す
。
な
お
、
市
財
政
の
健
全
化
か

ら
、常
時
20
億
円
の
財
政
調
整
基
金
は
、

確
保
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

●
県
営
花
房
中
部
２
期
地
区

　
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
について

　

次
に
、
予
定
地
と
さ
れ
る
県
営
花
房

中
部
２
期
地
区
畑
総
事
業
で
あ
り
ま

す
。
本
事
業
は
、
平
成
20
年
度
採
択
を

目
指
し
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
申
請
は

間
近
に
迫
っ
て
お
り
、
創
設
換
地
と
し

て
市
が
取
得
す
る
用
地
を
計
画
に
盛
込

む
な
ど
、
早
急
な
判
断
が
必
要
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
本
事
業
が
、
平
成
20
年

度
に
採
択
に
な
り
ま
し
て
も
、
換
地
計

画
原
案
策
定
が
早
く
て
も
21
年
度
ま
で

か
か
り
ま
す
。
そ
の
後
、
文
化
財
調
査

が
あ
り
、
市
が
造
成
工
事
等
に
着
手
で

き
る
の
は
、
23
年
度
以
降
に
な
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
現
段
階
で
公
共

用
地
確
保
の
意
思
を
明
ら
か
に
し
な
け

れ
ば
、
後
年
度
で
は
整
備
中
も
し
く
は

整
備
後
の
い
ず
れ
に
し
て
も
取
得
は
困

難
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
平
成
19

年
度
の
本
事
業
の
採
択
申
請
に
は
、
一

時
的
に
凍
結
し
ま
し
た
新
庁
舎
等
複
合

施
設
用
地
を
含
め
た
公
共
施
設
用
地
確

保
の
計
画
を
盛
込
ん
だ
上
で
申
請
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

●
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

　
について

　

次
に
、
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
に

つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
本
事
業
の
計

画
策
定
と
申
請
を
平
成
19
年
度
中
に
実

施
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
庁
舎

建
設
の
一
時
的
な
凍
結
が
、
採
択
・
不

採
択
の
い
ず
れ
に
影
響
を
及
ぼ
す
か
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
行
政
と
し
て
採
択
へ

向
け
て
出
来
る
限
り
の
努
力
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

●
新
市
建
設
計
画
について

　

次
に
、
新
市
建
設
計
画
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
。
財
政
が
厳
し
い
状
況
に
あ

る
こ
と
は
、
既
に
説
明
し
ま
し
た
が
、

そ
の
打
開
策
と
し
て
、
新
市
建
設
計
画

の
事
業
見
直
し
は
必
要
と
考
え
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
を
実
行
す
る
上
で
は
、
他

の
確
認
さ
れ
て
い
る
事
業
と
い
え
ど
も

中
止
あ
る
い
は
延
期
、
縮
小
を
考
慮
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
緊
急

性
、
必
要
性
、
均
衡
性
を
勘
案
し
、
見

直
し
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
見

直
し
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
議
会
を
は

じ
め
地
域
審
議
会
や
市
民
の
皆
様
の
理

解
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
随

時
、
報
告
・
説
明
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

● 

新
庁
舎
基
本
構
想
・
基
本
計
画

（
案
）
について

　

昨
年
度
か
ら
策
定
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
新
庁
舎
基
本
構
想
・
基
本
計
画

に
つ
い
て
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

実
施
後
、
本
年
度
中
に
完
了
す
る
予
定

で
し
た
が
、
計
画
の
一
時
的
な
凍
結
を

表
明
し
ま
し
た
の
で
、
策
定
を
中
断
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
新
聞
紙
上
等
で
、
概
算
の
総
事
業

費
等
、
計
画
の
一
部
が
市
民
の
皆
様
に

未
説
明
の
ま
ま
届
い
て
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
新
聞
報
道
の
総
事

業
費
98
億
円
に
つ
い
て
説
明
を
い
た
し

ま
す
。

　

合
併
当
初
の
新
市
建
設
計
画
で
は
、

新
庁
舎
整
備
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
は
、
単
体
で
建

設
す
る
よ
う
計
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
基
本
構
想
等
を
検
討

す
る
中
で
、
敷
地
面
積
や
床
面
積
お
よ

び
建
設
費
、
ま
た
、
市
が
負
担
す
る
一

般
財
源
額
お
よ
び
今
後
の
維
持
管
理
費

等
を
総
合
的
に
検
討
し
た
結
果
、
複
合

施
設
で
建
設
す
る
と
い
う
基
本
構
想
・

基
本
計
画
（
案
）
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
複
合
施
設
の
概
算
の
床
面
積
を

１
５
、５
０
０
㎡
と
試
算
し
、
近
年
の

国
内
市
町
村
の
庁
舎
建
設
の
単
価
を
参

考
に
建
設
費
を
約
50
億
円
と
見
込
み
ま

し
た
。
そ
れ
に
敷
地
内
の
駐
車
場
・
調

整
池
お
よ
び
周
辺
の
公
園
整
備
、
そ
の

他
用
地
費
や
調
査
設
計
費
等
を
含
め
概

算
事
業
費
71
億
円
と
試
算
し
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
新
庁
舎
建
設
に
伴
う
ア
ク
セ

ス
道
路
や
雨
水
排
水
路
お
よ
び
上
下
水

道
の
整
備
計
画
は
、
概
算
事
業
費
を

27
億
円
と
試
算
し
て
お
り
、
前
述
の
施

設
整
備
費
71
億
円
と
合
わ
せ
た
総
事
業

費
98
億
円
が
新
聞
等
で
報
道
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
当
然
す
べ
て
の
金
額
を
市
が

負
担
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
国

県
の
補
助
金
や
合
併
特
例
債
等
を
有
効

に
活
用
し
、
な
る
べ
く
市
の
負
担
を
軽

減
で
き
る
よ
う
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
こ
で
説
明
し
ま
し
た
事
業

費
の
額
は
、
あ
く
ま
で
も
現
時
点
で
の

試
算
で
あ
り
、
今
後
変
更
が
生
じ
る
も

の
と
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
ま
と
め

　

以
上
、
主
な
項
目
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
が
、
新
庁
舎
建
設
の
影
響
が
及

ぶ
事
項
は
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
問
題

解
決
を
図
る
上
で
の
期
間
と
い
う
こ
と

で
、
一
時
的
な
凍
結
に
つ
い
て
ご
理
解

を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
が
、
基
本
的

に
は
、
合
併
協
議
会
の
合
意
事
項
は
尊

重
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
出
来
る
限
り
の
情
報
提
供

に
努
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
議

会
を
は
じ
め
関
係
各
位
お
よ
び
市
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

菊
池
市
長　

福
村　

三
男

　

新
庁
舎
建
設
問
題
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
新
聞
紙
上
等
で
既
に
ご
承
知
か
と
存
じ
ま

す
が
、
菊
池
市
議
会
平
成
18
年
12
月
定
例
会
の
一
般
質
問
の
答
弁
と
し
て
、
計
画
の
一
時
凍
結
を

表
明
い
た
し
ま
し
た
。
一
時
凍
結
に
至
っ
た
経
緯
と
理
由
お
よ
び
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
、
説

明
と
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
関
連
事
業
計
画
の

一時
的
な
凍
結
について
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　菊池市文化会館で、市内外から約 1,000 人が参加して、
菊池市まちづくり人権フェスティバルがありました。
　人権週間に合わせて行われたもので、大ホールでは小・
中・高校生による人権作文発表のほか、山鹿人権擁護委員
協議会や女性団体代表者会による啓発劇、菊池市少年少女
合唱団による人権の歌などが披露され、参加者に感動を与
えました。
　また、解放社会学研究所の江嶋修作氏による講演では、
差別（いじめ）の仕組みについて、実体験をもとに分かり
やすく解説され、多くの参加者の共感を呼びました。
　その他、小ホールではパネルなどの展示、玄関前では
JA菊池女性部による食バザー、菊之池校区人権啓発推進
会議による人権の花の販売、出店希望団体によるバザーも
ありました。
　最後に人権に関する熱いメッセージを 500 個の風船に
託し、参加者で空高く一斉に放ちました。

12月9日（土）差別のない明るいまちづくりをめ
ざして「菊池市まちづくり人権フェスティバル」

　韓国・釜山の町道場創新館（李椿炯「イ・チュンヒョ
ン」館長）の一行 20人（南ソウル大生を含む）が菊池
市を訪問し、菊池南中武道館で菊池郡市剣道連盟（菊池
弘徳会長）との稽古会と親善試合を行いました。
　試合は大学生８人、一般９人（女性１人を含む）で行
われ、大学生の部は兵役を終えた選手を揃え、体力に勝
る南ソウル大が熊大剣道部員と対戦し、４対０で圧勝し
ました。一般の部は地元有志と対戦し、接戦の末３対０
で地元チームが勝利しました。
　また、夜の交流会には、福村市長、津留国際交流専門
員も同席し、和気あいあいの中、交流の輪を広め、再会
を誓い合いました。
　この剣道を通した国際交流は、釜山市の培正（ベージョ
ン）高校が菊池高校剣道練成会に参加したことで始まり、
今年で 10年目を迎えました。一般の交流会も５回目を
迎えています。

12月2日（土）剣道を通して日韓の交流
～釜山・創新館道場と南ソウル大学生が菊池市を訪問～

　九州地区漢字カルタ大会が福岡であり、福本保育園（塚
本美津代園長）の園児たちが優秀な成績を収めました。
　同園では、昔ながらの伝承遊びを子どもたちにつなげて
いきたいという思いから、保護者と職員が一丸となってカ
ルタや百人一首の練習に取り組んでいます。
　大会は九州各県より 160 人が集う中で行われ、緊張す
る園児もいる中、上位独占というすばらしい成績を残しま
した。上位の入賞者は次のとおりです。（敬称略）
　なお、入賞者は、２月に東京で開かれる全国漢字カルタ
大会に参加します。
▼ことわざカルタ（年少の部）　優勝　池田　澄、
　準優勝　中尾真優、３位　茶園優斗
▼同（年中の部）　準優勝　石橋　仁、４位　西本颯希、
　５位　田中未来
▼俳句カルタ
（年少・年中の部）
優勝　西本颯希、
準優勝　石橋　仁、
３位　田中未来、
４位　ハーリントン・
アレクザンダー、
５位　福田大輝

12月23日（祝）
第9回九州地区漢字カルタ大会

　老人ホーム「こすもす荘」で、入所者と新明保育園（旭
志）の園児との交流会があり、４～５歳児の園児ら 29
人による踊りが披露されました。
　「ちえっこよされ」など全部で８曲の踊りがあり、園
児たちはきれいな衣装を身に付け、プロ顔まけの踊りで
入所者の目を釘付けにしていました。最後には、入所者
を代表して自治会長の竹下さんから「おじいちゃんとお
ばあちゃんたちは、とても楽しかったです。どうもあり
がとうございました」とお礼の言葉があり、それに対し
園児たちは「ありがとうございました。また遊びに来ま
す」と元気な声で答えました。
　入所者は、ひと足早いクリスマスを味わうことができ、
大満足の様子でした。この交流会は、10年以上前から
続いているもので、毎年２回あっており、子どもたちも
入所者もたいへん楽しみにしているものです。

12月12日（火）菊池市養護老人ホーム
「こすもす荘」で交流会

文
化
会
館
で
あ
っ
た
菊
池
市
ま
ち

づ
く
り
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

交
流
会
の
最
後
に
、
園
児
た
ち
と
の

別
れ
を
惜
し
ん
で
握
手
す
る
入
所
者

た
ち

稽
古
会
で
汗
を
流
す
日
韓
の
剣
士

た
ち

優秀な成績を納めた福本保育園の園児たち

　「熊本の心」（助けあい・励ましあい・志高く）をテーマにし
た作文コンクールの表彰者が発表され、菊池市からも４人が選
ばれました。4,800 通の応募の中から選ばれたものです。
　熊本の心とは「心豊かで潤いに満ちた郷土熊本を築いていく
ために、県民一人一人が持ちたい心」として熊本県が提唱した
もので、日常生活の中で心のあり方としてお互いに相手を尊重
し、協働・共有の相互扶助、志高くの心を持ちながら主体的に
明日に向かって生きていく精神を表しています。菊池市の受賞
者は次のとおりです。（敬称略）
　なお、特別賞の表彰式は、２月 20日（火）に八代ハーモニー
ホールで行われます。
▼熊本県賞　松本夏奈（菊池農高２年）▼熊本日日新聞社賞　
石原克子（○菊　今）▼優秀賞　宮木江利子（菊池農高１年）
▼入選　渕上麻里（菊池農高３年）

12月5日（火）
平成18年度「熊本の心」作文コンクール

　熊本県堆肥生産技術コンクールで富納有機生産組
合（東　敏則代表）が熊本県賞を受賞しました。
　良質な畜産堆肥の利用促進を図り、堆肥の品質向
上と生産技術レベルの底上げを目的に、県が毎年
行っているものです。
　同組合は、過去９年間の熊本県堆肥共励会入賞者
22組織・個人などの中から選ばれたもので、熊本
県賞は最高賞にあたります。
　東代表は「堆肥利用者の声に耳を傾け、堆肥の利
活用が促進されるよう、より一層励んでいきたいで
す」と話されました。
　同組合が作る堆肥「クイーン堆肥」は、菊池グリー
ンロード沿いの東牧場や道の駅泗水養生市場などで
販売されています。

11月28日（火）
熊本県堆肥生産技術コンクールで
富納有機生産組合が熊本県賞

　JA女性部お天馬会（葛原清子会長）が、菊池高校で午前７時
40分～午前８時 15分までの間、朝食を取らずに登校してきた子
どもたちに、同会手作り味噌の味噌汁と、菊池米のおにぎりを無料
提供しました。
　現代日本人の食生活が「飽食」から「崩食」になり、朝食を取ら
ずに登校してくる幼稚園児から中・高生たちが急増していることを
懸念し、日本食の味と食により健康維持ができることを伝え、文教
菊池にふさわしい子どもに育ってほしいとの願いを込めて行われた
ものです。
　同校も、心の健康を重要視し、生徒たちの健全な教育現場に努め
ており、この取り組みを快く受け入れて実現しました。
　特設の食堂には、朝課外授業を終えた大勢の生徒たちが訪れ、「お
ばちゃん、味噌
汁だけ食べても
いいね？」「おに
ぎり美味しい」
と話しながら朝
食を取り、笑顔
で「ごちそうさ
までした」と言
いながら元気に
教室に戻って行
きました。

12月6日（水）
JA女性部お天馬会が菊池高校で「食育活動」

　本市の名誉市民で、昨年８月に亡くなられた
増田義孝さんに、国から特旨叙位として「正六
位」が遺族の増田和典さんに伝達されました。
　故増田義孝さんは、昭和 38年２月から昭和
53 年１月までの 15 年間、旧泗水町の町長を
歴任され町の発展に多大なる貢献をされまし
た。
　また、昭和 56 年には「泗水塾」を創設し、
自ら塾長として農業後継者を中心とした人づく
りを目指すなど、将来の農業振興に輝かしい功
績を残されました。
　氏の人柄と長年
の功績が称され、
平成元年に泗水町
名誉町民の称号が
授与され、合併後
も名誉市民として
引き継がれていま
した。
　故人の輝かしい
功績について、こ
こに改めて敬意を
表します。

12月6日（水）故増田義孝さんに
国から特旨叙位として「正六位」

「正六位」を手にする故増田
義孝さんの遺族、和典さん

堆
肥
舎
で
作
業
を
行
う
東
代
表

お天馬会の会員たちが作った朝食をおいしそうに食べ
る生徒たち

写真左から、松本さん、石原さん、宮木さん、渕上さん
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平
成
19
年
４
月
１
日
以
後
に
成
立

し
た
離
婚
で
、
離
婚
の
当
事
者
が
対

象
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
婚
姻
の
取

消
・
事
実
婚
の
解
消
も
対
象
に
な
り

ま
す
。

　

事
実
婚
の
解
消
は
、
一
方
が
被
扶

養
配
偶
者
と
し
て
国
民
年
金
第
３
号

被
保
険
者
と
な
っ
て
い
る
期
間
が
対

象
で
す
。

　

離
婚
に
係
る
婚
姻
期
間
中
の
「
保

険
料
納
付
記
録
」
を
離
婚
当
事
者
間

で
分
割
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
「
保
険
料
納
付
記
録
」
と
は
、
具

体
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
支
払
っ
て
き

た
厚
生
年
金
保
険
料
の
算
定
の
基
礎

と
な
っ
た
標
準
報
酬
月
額
お
よ
び
標

準
賞
与
額
（
以
下
「
標
準
報
酬
額
」）

の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
標
準
報
酬
額

を
基
礎
と
し
て
離
婚
す
る
当
事
者
そ

れ
ぞ
れ
が
婚
姻
期
間
中
に
支
払
っ

た
保
険
料
納
付
記
録
を
再
評
価
率
を

も
っ
て
現
在
価
値
に
換
算
し
た
額
の

総
額
を
分
割
す
る
も
の
で
す
。

　

離
婚
当
事
者
は
協
議
に
よ
り
按
分

割
合
を
合
意
し
た
上
で
、
社
会
保
険

事
務
所
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
添
付
書
類
と
し
て
合
意
に
関
す

る
公
正
証
書
等
が
必
要
で
す
）。

　

な
お
、
当
事
者
間
で
の
合
意
が
ま

と
ま
ら
な
い
場
合
は
、
離
婚
当
事
者

の
一
方
の
求
め
に
よ
り
、
裁
判
手
続

き
で
按
分
割
合
を
定
め
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　

分
割
請
求
は
、
原
則
、
離
婚
を
し

た
と
き
か
ら
２
年
を
経
過
す
る
ま
で

の
間
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

分
割
を
受
け
た
当
事
者
は
、
自
身

の
受
給
資
格
要
件
に
応
じ
て
、
増
え

た
保
険
料
納
付
記
録
に
応
じ
た
厚
生

年
金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
分
割
の
効
果
は
厚
生
年

金
の
報
酬
比
例
部
分
に
限
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、

●
分
割
を
受
け
て
も
、
自
身
が
厚
生

年
金
を
受
け
ら
れ
る
年
齢
に
達
す

る
ま
で
は
老
齢
厚
生
年
金
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

●
分
割
を
行
っ
た
元
配
偶
者
が
死
亡

し
て
も
、
自
身
の
年
金
受
給
に
影

響
し
ま
せ
ん
。

●
原
則
と
し
て
、
分
割
さ
れ
た
保
険

料
納
付
記
録
は
厚
生
年
金
の
額
計

算
の
基
礎
と
し
ま
す
が
、
受
給
資

格
要
件
に
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

離
婚
時
分
割
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、

当
事
者
は
、
按
分
割
合
を
定
め
る
た

め
に
分
割
の
対
象
期
間
や
そ
の
期
間

に
お
け
る
当
事
者
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象

期
間
標
準
報
酬
総
額
、
さ
ら
に
は
按

分
割
合
の
範
囲
な
ど
の
情
報
を
正
確

に
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
離
婚
時
分
割
制
度
の

施
行
に
先
立
ち
、
当
事
者
双
方
ま
た

は
一
方
か
ら
の
請
求
に
よ
り
、
離
婚

時
分
割
を
行
う
た
め
に
必
要
な
情
報

提
供
を
行
い
ま
す
。

　

按
分
割
合
と
は
婚
姻
期
間
中
の
厚

生
年
金
の
保
険
料
納
付
記
録
の
夫
婦

の
合
計
の
う
ち
、
分
割
を
受
け
る
側

の
分
割
後
の
持
ち
分
と
な
る
割
合
を

い
い
ま
す
。

　

対
象
期
間
の
う
ち
、
標
準
報
酬
総

額
の
多
い
方
を
「
第
１
号
改
定
者
」

と
い
い
、
保
険
料
納
付
記
録
が
分
割

さ
れ
る
側
に
な
り
ま
す
。
少
な
い
方

を
「
第
２
号
改
定
者
」
と
い
い
、
分

割
を
受
け
る
側
に
な
り
ま
す
。

　

按
分
割
合
の
上
限
は
50
％
で
す
。

下
限
は
分
割
を
受
け
る
側
の
分
割
前

の
持
ち
分
に
あ
た
る
割
合
と
な
り
ま

す
。

内
容
の
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
西
社
会
保
険
事
務
所

　

年
金
給
付
課

　

☎
０
９
６
（
３
５
３
）
０
１
４
１

対　

象 離
婚
時
の
厚
生
年
金
の
分
割
制
度

（
平
成
19
年
４
月
施
行
）

　

近
年
、
比
較
的
婚
姻
期
間
の
長
い
中
高
齢
夫
婦
の
離
婚
件
数
が
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
現
役
世
代
の
男

女
の
雇
用
の
格
差
な
ど
を
背
景
と
し
て
夫
婦
双
方
の
年
金
額
に
大
き
な
開
き
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
、
離
婚
し

た
女
性
の
高
齢
期
の
所
得
水
準
が
低
く
な
る
と
い
う
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
情
を
考
慮
し
て
、

①
離
婚
時
の
厚
生
年
金
の
分
割
制
度
（
平
成
19
年
４
月
施
行
）

② 

離
婚
時
の
第
３
号
被
保
険
者
期
間
に
つ
い
て
の
厚
生
年
金
の
分
割
制
度
（
平
成
20
年
４
月
施
行
）
が
そ
れ
ぞ

れ
導
入
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
19
年
４
月
に
施
行
さ
れ
る
「
離
婚
時
の
厚
生
年
金
の
分
割
制
度
」
に
つ
い
て
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

分
割
で
き
る
も
の

請　

求

分
割
の
効
果

当
事
者
へ
の
情
報
提
供

按
分
割
合

国民年金情報 問い合わせ先　市民課　☎（25）1111

※
当
事
者
の
一
方
が
単
独
で
情

報
提
供
の
請
求
を
し
た
場
合

の
通
知

①
婚
姻
関
係
が
継
続
し
て
い
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合

　

情
報
提
供
の
請
求
を
行
っ
た

者
の
み
に
対
し
て
回
答
を
通

知
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
婚
姻
関
係
が
解
消
し
て
い
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合

　

他
方
当
事
者
か
ら
情
報
提
供

の
請
求
が
あ
っ
た
も
の
と
み

な
し
て
、
当
事
者
そ
れ
ぞ
れ

に
対
し
て
回
答
を
通
知
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

按分割合の
範囲の下限

＜
請求可
能な按
分割合

≦

按分割合
範囲の上限

（分割前の第２号
改定者の対象期間
標準報酬総額）

÷
（分割前の第１号
改定者＋第２号改
定者の対象期間標
準報酬総額の合計
額）

50%

　新成人の門出を祝う菊池市の成人式が菊池市文化
会館でありました。今年の対象者は、昭和 61年４月
２日から昭和 62年４月１日までに生まれた人たちで、
男 383 人、女 339 人の計 722 人が大人の仲間入り
をし、この内 592人が式に出席しました。
　式では、福村市長が「菊池の伝統を守り、友人を大
切にしながら一人の人間として成長してください」と
あいさつ。
　続いて、中学校時代の恩師の先生 13人がステージ
に登場し、各中学校を代表して５人の先生から温かい
メッセージが贈られました。新成人たちは「人に迷惑
をかけない大人になってください」や「つらいことも
ありますが社会に出てもやめたらいけません」などの
言葉に、中学校時代を思い出しながら熱心に耳を傾け
ていました。
　また、新成人を代表して江里口貴士さん、橋本純子
さんが「探究心や向上心を忘れず、日々の努力を重ね
ていきたい」、「何事にも前向きで思いやりのある大人
になりたい」などと二十歳の誓いを述べました。
　最後に、実行委員会を代表して上田愛さんが「大人
としての自覚を持って、日々を過ごしていきましょう」
と謝辞を述べました。
　式典後はステージ上でアルバム用の記念撮影が行わ
れたほか、会場の外では久しぶりに会った友人たちと
旧交を温める姿が数多く見受けられました。
　菊池市の成人式は、新成人の有志からなる実行委員
会のメンバー 12人が中心となり、昨年 10月から準
備を始めました。この日は青年団や教育委員会事務局
などの協力を得ながら、司会進行なども実行委員会メ
ンバーが行い、新成人にふさわしい式典となりました。

　菊池市消防団の出初式が、菊池市多目的グラウンドでありま
した。
　村上忠吉団長を先頭に菊池・七城・旭志・泗水の各方面隊長・
副隊長、第１分団から第 25分団までの分団長の順で、各消防
車両から福村市長と中川消防長に観閲行進を行いました。
　その後、1,632 人の団員が力強く入場行進して開会行事があ
り、２列に整列して服装などを点検する「通常点検」や、各分
団からのカラフルな一斉放水などで団員は日頃の訓練の成果を
存分に披露しました。
　また、第一幼楽園、菊池幼稚園、富原保育園、泗水東保育園
の幼年消防クラブによる元気いっぱいの放水訓練や通常点検、
和太鼓の演奏と、水源小学校、七城小学校、七城中学校の少年
消防クラブによる通常点検もあ
り、観客から大きな拍手が送ら
れました。
　通常点検競技の上位の結果は、
次のとおりです。
優勝　第 23分団（泗水方面隊）
２位　第 25分団（泗水方面隊）
３位　第  ４分団（菊池方面隊）
〃　　第 21分団（泗水方面隊）

消防車両から福村市長と中川消防長に観閲行進を行う
村上団長

文化会館であった式典に、着物姿など
で参加する新成人（上）
成人式実行委員会を代表して挨拶する
上田さん（左）
久しぶりに会った友人たちと記念撮影
をする新成人たち（下）

1月7日（日）平成19年菊池市成人式

1月14日（日）
平成19年菊池市消防団出初式

服装などの通常点検を受ける、第 23分団の団員たち元気いっぱいに通常点検を披露
する富原保育園の園児たち
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「
食
育
」
に
は
身
に
つ
け
た
い
次
の
５
つ

の
能
力
が
あ
り
ま
す
。

①
食
べ
物
を
選
ぶ
力

• 

主
食
、
主
菜
、
副
菜
、
汁
物
の
４
つ
の
器

を
そ
ろ
え
て
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
よ
う
。

②
食
べ
物
の
味
が
分
か
る
力

• 

見
る
、
に
お
い
、
か
た
さ
、
さ
わ
っ
た
感

じ
、
音
な
ど
五
感
を
フ
ル
に
使
っ
て
お
い

し
さ
を
知
ろ
う
。

• 

食
べ
物
の
一
番
お
い
し
い
旬
の
味
を
知
ろ

う
。

③
料
理
が
で
き
る
力

• 

家
の
人
と
料
理
を
作
っ
て
み
よ
う
。

• 

食
事
の
用
意
や
後
片
付
け
も
し
て
み
よ
う
。

④
食
べ
物
の
い
の
ち
を
感
じ
る
力

• 

食
べ
物
は
自
然
の
中
で
育
っ
た「
い
の
ち
」

で
す
。
そ
の
い
の
ち
を
食
べ
て
い
る
こ
と

を
知
っ
て
、
感
謝
の
気
持
ち
を
持
と
う
。

• 

郷
土
食
や
家
の
行
事
食
を
知
ろ
う
。

⑤
元
気
な
体
が
わ
か
る
力

• 
い
つ
も
健
康
で
過
ご
せ
る
よ
う
に
生
活
リ

ズ
ム
を
整
え
よ
う
。

　

こ
れ
ら
の
５
つ
の
能
力
は
幼
い
と
き
か
ら

毎
日
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
、
身
に
つ
い
て

い
く
も
の
で
す
。

　

食
事
を
す
る
上
で
重
要
に
な
っ
て
く
る
の

は
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
で
す
。
日
本
に
は
古
く

か
ら
、「
主
食
・
一
汁
二
菜
」
と
い
う
伝
統

的
な
食
事
の
形
態
が
あ
り
ま
す
。

　
「
主
食
」
は
ご
飯
や
め
ん
類
・
パ
ン
な
ど

で
す
。「
一
汁
」
は
味
噌
汁
や
お
吸
い
物
と

い
っ
た
汁
物
。「
二
菜
」
と
は
、
主
菜
と
副

菜
の
こ
と
で
、
主
菜
は
肉
や
魚
・
卵
・
大
豆

な
ど
の
食
材
を
主
に
使
っ
た
料
理
で
、
副
菜

は
野
菜
や
き
の
こ
な
ど
を
主
に
使
っ
た
料
理

で
す
。

　

こ
れ
は
、
食
卓
に
並
ん
だ
食
べ
物
を
大
き

く
４
つ
に
分
け
、
そ
の
メ
ニ
ュ
ー
の
組
み
合

わ
せ
に
よ
っ
て
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
が
と

れ
る
と
い
う
、
と
て
も
う
ま
く
考
え
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　

こ
れ
を
子
ど
も
た
ち
に
も
分
か
り
や
す
く

伝
え
る
た
め
に
左
図
の
よ
う
に
「
４
つ
の
お

さ
ら
」
に
分
け
、
さ
ら
に
黄
色
・
赤
・
緑
・

白
に
色
分
け
し
て
み
ま
し
た
。

●
き
い
ろ
の
お
さ
ら
（
主
食
）

　

力
の
も
と
に
な
る
も
の
で
す
。

　

炭
水
化
物
を
多
く
含
み
、
体
の
中
に
入
る

と
ブ
ド
ウ
糖
に
分
解
さ
れ
、
体
や
脳
が
活
動

す
る
の
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
な
り
ま

す
。

　

ご
飯
や
パ
ン
・
め
ん
類
・
い
も
類
な
ど
で

す
。
特
に
ご
飯
は
と
て
も
す
ぐ
れ
た
も
の
で
、

低
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
消
化
時
間
が
長
い
た
め

に
腹
持
ち
が
よ
く
、
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で

あ
る
ブ
ド
ウ
糖
を
補
給
し
て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
飯
は
粒
状
な
の
で
、
よ
く
噛
む

必
要
が
あ
り
ま
す
。
よ
く
噛
む
こ
と
で
、
脳

の
働
き
を
高
め
た
り
、
肥
満
を
予
防
す
る
効

果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
あ
か
の
お
さ
ら
（
主
菜
）

　

血
や
肉
・
骨
を
つ
く
り
、
体
を
丈
夫
に
し

ま
す
。

　

た
ん
ぱ
く
質
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
て
、

特
に
育
ち
盛
り
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は

欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　

肉
や
魚
・
卵
・
大
豆
、
豆
製
品
・
牛
乳
、

乳
製
品
で
す
。

●
み
ど
り
の
お
さ
ら
（
副
菜
）

　

体
の
調
子
を
整
え
て
、
病
気
か
ら
体
を
守

り
ま
す
。

　

ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
・
食
物
繊
維
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

野
菜
や
果
物
・
き
の
こ
・
海
藻
な
ど
で
す
。

●
し
ろ
の
お
さ
ら
（
汁
も
の
）

　

お
い
し
い
だ
し
の
味
（
味
覚
を
育
て
る
大

切
な
味
）
で
す
。

　

こ
の
お
さ
ら
は
、
栄
養
的
な
意
味
合
い
を

持
つ
お
さ
ら
で
は
な
く
、
お
い
し
い
味
を
伝

え
る
お
さ
ら
で
、味
噌
汁
や
お
吸
い
物
・
ス
ー

プ
な
ど
の
汁
も
の
で
す
。
汁
も
の
で
大
切
な

も
の
は
「
だ
し
」
で
す
。
か
つ
お
節
や
昆
布

な
ど
か
ら
抽
出
さ
れ
る
う
ま
み
成
分
で
す
。

　

ま
た
、
食
事
の
は
じ
め
に
汁
も
の
を
口
に

す
る
こ
と
で
、
う
ま
み
成
分
が
私
た
ち
の
感

覚
器
に
快
い
刺
激
を
与
え
、
食
欲
を
増
進
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。

　

こ
の
汁
も
の
は
、
家
庭
に
よ
っ
て
だ
し
の

と
り
方
や
味
噌
の
調
合
の
仕
方
が
違
う
な
ど
、

家
庭
の
味
を
作
り
出
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

健康だより

　

今
、
私
た
ち
の
食
生
活
は
、
不
規
則
な
食
事
や
栄
養
の
偏
り
、
生
活
習
慣

病
の
増
加
な
ど
様
々
な
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
食
に
関
す
る
知
識
と
食
を
選
択
す
る
力
を
身
に
つ
け
、
健
全

な
食
生
活
を
送
れ
る
人
を
育
て
る
「
食
育
」
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
平
成
17
年
７
月
に
食
育
基
本
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

食
育
を
国
民
運
動
と
し
て
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
家
庭
や
地
域
、
学

校
な
ど
多
く
の
関
係
者
が
協
力
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
観

点
か
ら
毎
年
６
月
を
「
食
育
月
間
」、
毎
月
19
日
を
「
食
育
の
日
」
と
す
る

こ
と
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

◆ 健康だより ◆

　
「
食
べ
る
こ
と
」
は
命
の
源
で
あ
り
、

生
き
る
こ
と
の
基
本
で
す
。
た
だ
空
腹

を
満
た
せ
ば
良
い
と
い
う
も
の
で
は
な

く
、
も
っ
と
自
分
の
食
生
活
に
気
を
配

り
、
食
べ
る
こ
と
の
楽
し
さ
や
大
切
さ

を
見
つ
め
直
す
こ
と
も
大
事
な
こ
と
で

す
。

　

ま
た
、
最
近
「
地
産
地
消
」
の
大
切

さ
も
盛
ん
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

土
地
の
気
候
や
風
土
に
合
っ
た
食
べ
物

を
消
費
す
る
こ
と
は
、
健
康
に
良
い
ば

か
り
か
、
地
域
の
活
性
化
に
も
役
立
ち

ま
す
。

　

家
族
そ
ろ
っ
て
の
食
事
は
貴
重
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
な
り
、
一

番
の
食
育
の
場
と
な
り
ま
す
。
是
非
、

１
日
に
１
度
は
家
族
そ
ろ
っ
て
食
卓
を

囲
み
、
健
や
か
で
楽
し
い
食
生
活
を
送

り
ま
し
ょ
う
。

食
育
と
は
？

問い合わせ先
健康推進課健康推進係

☎（25）1111

バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
ま
し
ょ
う

毎月19日は
「食育の日」

　

12
月
13
日
（
水
）
に
七
城
会
場
で
、
12
月

22
日
（
金
）
に
菊
池
会
場
で
、
そ
れ
ぞ
れ
３

歳
児
健
診
が
あ
り
ま
し
た
。
歯
科
検
診
の
結

果
、
む
し
歯
が
な
か
っ
た
子
ど
も
さ
ん
を
紹

介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

歯
ッ
ピ
ー
キ
ッ
ズ

３
歳
児
健
診
時「
む
し
歯
な
し
」の
子

　

甘
い
も
の
を
控
え
る
こ
と
、
歯
み
が
き
を

す
る
こ
と
、
歯
を
強
く
す
る
こ
と
、
定
期
健

診
を
受
け
る
こ
と
が
む
し
歯
を
予
防
す
る
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
む
し
歯
ゼ
ロ
で
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

七
城
会
場

内う
ち
こ
が

古
閑
由ゆ

い衣
（
○七 

雇
用
促
進
）

古こ

が閑
由ゆ
う
ま真
（
○七 

雇
用
促
進
）

下し
も
つ
ち
ば
し

土
橋
羽は
い
ら羅
（
○七 

西
郷
従
業
員
住
宅
）

美び
れ
い麗
琉る
う
く空
（
○七 

間
所
）

冨と
み
た田
息い
ぶ
き吹
（
○七 

台
）

菊
池
会
場

津つ

の野
敬た

か
ひ
ろ大

（
○菊 

正
院
町
）

後ご
と
う藤

堅け
ん
じ二

（
○菊 

北
原
）

江え
と
う藤

万ま

り

あ

莉
亜
（
○菊  

高
野
瀬
）

中な
か
は
ら原
寛か
ん
た大
（
○菊 

高
野
瀬
）

宮み
や
ざ
き﨑
美み

う羽
（
○菊 

高
野
瀬
）

境さ
か
い

　

祐ゆ
う
き希
（
○菊 

西
迫
間
）

富と
み
た田
千ゆ
き
と翔
（
○菊 

西
迫
間
）

山や
ま
ね根
夏か
り
ん凜
（
○菊 

北
宮
）

出い
で
ら良　

仁
ひ
と
し
（
○菊 

中
央
通
）

坂さ
か
も
と本　

凜り
ん

（
○菊 

栄
町
）

あかの
おさら（主菜）みどり

のおさら（副菜）

しろ
のおさら（汁もの）きい

ろのおさら（主食）

血や骨や
丈夫な体をつくる

おいしいだしの味
（味覚を育てる大切な味）

体の調子を整えて、
病気から体を守る

魚、肉、牛乳・乳製品、
卵、豆・豆製品

かつお節、昆布、にぼし、
干ししいたけ

野菜、海藻、果物、きのこ

ご飯類、パン類、めん類、いも類

わたしたちの力のもと

４つのおさらは、
そろっていますか？
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新着図書情報

天国は待ってくれる 岡田恵和　著
　あの頃、僕らは永遠だと思ってた。３人はい
つも一緒だった。なんでも言い合える友達だっ
たはずなのに・・・。なぜか、一番大切な想い
だけが言葉にならない。「ちゅらさん」の脚本家、
岡田恵和による初の書き下ろし小説。

まとい大名 山本一力　著
　深川の火消し「南組三組」組頭徳太郎。その気迫で「炎のほ
うが逃げていく」といわれた父を継いだ息子、銑太郎。男たち
は命をかけてまといを振り、愛情こまやかな女たちが凛として
支える・・・。江戸の情と粋を描く。

エスケイプ／アブセント  絲山秋子　著
　闘争と潜伏にあけくれ、20年を棒に振った「おれ」。だが人
生は、まだたっぷりと残っている。いつわりと挫折の日々にこ
そ宿る人生の真実。気鋭の作家のみごとな深化を示す、響きあ
う２篇の「双子」小説。

警察庁から来た男 佐々木譲　著
　北海道警察本部に警察庁から特別監察が入っ
た。やってきたのは警察庁のキャリアである監
察官。キャリアのプライドか、ノンキャリアの
意地か。「うたう警官」に続く、道警シリーズ
第２弾。

鬼仙 南條竹則　著
　いとしい英華よ、君は妖怪なのか？鬼なのか？それとも仙人
か？中国の南宋時代、鬼仙と呼ばれたあやかしの女と人間界の
男たちが繰り広げる、哀切で奇妙な味わいの物語など、幻想譚
全６編を収録。

一瞬の風になれ ３ ドン 佐藤多佳子　著 
　部長になった新二とエースの連。春高陸上部の仲間たちとの
ハードな練習の向こうに見据えるのは、この部で、このメンバー
で、インターハイに行く、ということー。陸上青春小説、圧倒
的迫力の完結篇！

グレート・ギャツビー
スコット・フィッツジェラルド　著

　繊細に鮮やかに描写された情景と、精緻に、多義的に言語
化された情念や感情に彩られた、哀しくも美しいひと夏の物
語・・・。村上春樹が人生で巡り会った最も大切な小説が、新
しい翻訳で鮮やかに甦る！

まいにち薔薇いろ田辺聖子A to Z
田辺聖子ほか　著

　田辺聖子全集から生まれた万華鏡のようなスペシャルブック
ガイド。田辺文学と彼女の夢色暮らしを、ＡからＺまでキーワー
ドを立て「事典」のかたちでカラフルに紹介します。江國香織
らのエッセイ、単行本未収録短編等も収録。

アハ！体験 わかった瞬間、頭がよくなる
茂木健一郎　監修

　まったく同じように見える１組の写真から、４つの間違いを
見つけよう！わかったときに、あっ！と思う「アハ！体験」が
潜在能力を引き出します。ゲーム感覚で写真を眺めるだけの、
世界一簡単な脳トレ本。

石牟礼道子の世界
岩岡中正　編　岩岡中正ほか　著

　渡辺京二、緒方正人らの 10氏が、医学・運
動論、政治学などの多方面から学際的に石牟礼
ワールドを分析。傑作誕生の秘密や水俣病との
かかわり、“説教節”のDNAなどを読み解く。
公開講座「熊本県民カレッジ」の記録。

365まいにちペンギン
ジョエル・ジョリヴェ　え　ジャン =リュック・フロマンタル　ぶん
　１月１日の朝、宅急便で届いたのはなんとペンギン。こんな
変わったプレゼントを贈ってくるのって、いったい誰？次の朝
も、その次の朝も毎日１羽ずつ届けられ、大晦日には 365羽に
なり・・・。ユーモア・エコ本。

こびとのくつや いもとようこ　文絵　グリム　原作
　貧しい靴屋に、不思議なことがおこります。朝起きてみると、
靴はできあがっているのです。誰が作ったのでしょう。みごと
なできばえです・・・。グリム童話の代表的なお話を、いもと
ようこが絵本化。

水俣の赤い海 原田正純 著
　美しい水俣の海が水銀で汚染されて・・・さ
かなに、貝に、ネコに、人間に異変がおきた！「水
俣病」におかされながらも、自らのうけた障害
をのりこえて精一杯生き続けようとする若者群
を描くドキュメンタリー。1986年刊の再刊。

ピトゥスの動物園 サバスティア・スリバス　著   
　病気になったピトゥスを救うために５人のなかまが考えたの
は、１日だけの移動動物園！夏のバルセロナを舞台にくりひろ
げられる、涙と笑いの熱い友情物語。スペインの子どもたちに
熱狂的に支持されている国民的ベストセラー。

河童 たかしよいち作　茂利勝彦画
　九千坊が 999 匹の河童とともに万人力の屁をひると、天狗
は負けじと千畳敷の大うちわで風をおこす。戦いは 30 日にお
よびー。天に地に、妖怪たちが大活躍。壮大なスケールで描く、
たかしよいちの妖怪物語。

桜ハウス 藤堂志津子　著
　伯母の家を譲り受け家主となった蝶子。その
貸間に集った年齢も異なる女三人。
　かつて暮らした四人が十年後に女の園「桜ハ
ウス」で再会する。このことが仕事・恋愛・介
護などそれぞれが現在抱えている問題を受け止
めあう分岐点となることに。

レインツリーの国 有川　浩　著
　一冊の本をきっかけにネットで一人の女性と知り合った伸行。
彼女に惹かれ、会いたくなる。頑なに拒否されるが、説得の末、
ついにその時が・・・。メールの文面から、思慮深く聡明な人
だと思っていたのに、現われたのは気の回らない、わがままな
女性だった。あまりの違いに困惑する伸行だったが・・・。

泗水図書館

中央公民館図書室

父親力検定 石原壮一郎　著
　「お父さんは、こんな時どうするのか？」を分かりやすい検定
問題形式に。「◎」「△」「×」の答えと解説付きで、最後の判定で、
「傾向と対策」を指南。父親として、夫としてどのように子育て
にかかわっていったらよいかを考えさせてくれる一冊。

図
書
だ
よ
り

問い合わせ先
   中央公民館図書室　☎（25）1672
   七城公民館図書室　☎（25）1580
   旭志公民館図書室　☎（37）3111　内線 303
   泗水図書館　　　　☎（38）6866

耳より情報 2 月の予定
中央公民館
図書室

七城公民館
図書室

旭志公民館
図書室 泗水図書館

１ 木

２ 金

３ 土 閉室日

４ 日 閉室日 閉室日 閉室日

５ 月 休館日

６ 火

７ 水

８ 木

９ 金

10 土

きくちおはな
しのもり
おはなし会
10:30 ～

閉室日
おはなしかい
11:00～

11 日 閉室日 閉室日 閉室日 休館日

12 月 閉室日 閉室日 閉室日 休館日

13 火

14 水

15 木 閉室日

16 金

17 土 閉室日
古典を楽しむ会
14:00～

18 日 閉室日 閉室日 閉室日
お楽しみ会
14:00～

19 月 休館日

20 火

21 水

22 木

23 金

24 土

きくちおはな
しのもり
おはなし会
10:30 ～

閉室日
おはなしかい
11:00～

25 日 閉室日 閉室日 閉室日

26 月 休館日

27 火

28 水 休館日

　

私
は
、
藤
沢
周
平
の
作
品
が

好
き
で
い
く
つ
か
を
読
み
ま
し

た
が
、「
た
そ
が
れ
清
兵
衛
」「
蝉

し
ぐ
れ
」「
時
雨
の
あ
と
」
は

特
に
面
白
く
読
み
ま
し
た
。
い

ず
れ
も
江
戸
時
代
の
下
級
武
士

の
日
常
生
活
を
通
し
て
の
人
間

愛
、
家
族
愛
を
題
材
と
し
た
作

品
で
す
。

　
「
た
そ
が
れ
清
兵
衛
」
は
あ

る
藩
の
勘
定
組
に
勤
め
る
、
本

名
、
井
口
清
兵
衛
の
物
語
で
す
。

　

彼
は
下
城
の
太
鼓
が
な
る
と

す
ば
や
く
片
付
け
を
し
て
帰
り
、

妻
や
子
ど
も
の
世
話
を
す
る
こ

と
か
ら
「
た
そ
が
れ
・
・
・
」

と
あ
だ
名
を
つ
け
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
一
面
で
は
す

ご
い
剣
の
使
い
手
で
、
そ
の
彼

が
、
藩
を
牛
耳
る
筆
頭
家
老
を

決
闘
で
打
ち
と
り
、
そ
の
後
病

弱
の
妻
の
世
話
を
す
る
と
い
う

話
で
す
。

　
「
蝉
し
ぐ
れ
」
は
清
流
と
木

立
に
囲
ま
れ
た
城
下
組
屋
敷
で

暮
ら
す
少
年
藩
士
が
、
淡
い
恋
、

友
情
、
そ
し
て
苦
悩
を
通
し
て

成
長
し
て
い
く
様
を
描
い
た
愛

惜
を
誘
う
作
品
で
す
。

　

更
に
、映
画
「
武
士
の
一
分
」

の
原
作
を
一
度
読
ん
で
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

映
画
で
は
、
あ
る
藩
の
殿
様

の
毒
味
役
で
あ
る
主
人
公
が
、

あ
る
時
、
貝
の
毒
に
あ
た
り
失

明
し
ま
す
。
こ
れ
を
い
い
こ
と

に
妻
に
言
い
寄
る
男
と
決
闘
し
、

打
ち
負
か
す
夫
婦
愛
を
描
い
た

作
品
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
作
品
は
単
行
本
で
、

短
い
物
も
あ
り
非
常
に
読
み
易

い
作
品
で
す
。
是
非
、
一
度
手

に
し
て
く
だ
さ
い
。

私
の
推
薦

藤
沢
周
平
の
作
品

森
もり

　保
やす し

士さん
 （○旭  津留）

おりがみを使って
おひなさまを作ってみませんか？
　２月 18日（日）午後２時からのお楽しみ会では、
おりがみを使っておひなさまを作ります。参加希望
の場合は泗水図書館まで申し込んでください。皆さ
んの参加待ってます。（泗水図書館）

２月の呼び名
　一年中で、寒さがもっとも厳しいのが２月。昔の
呼び方では、「如月（きさらぎ）」といいますが、寒
さのために更に重ね着する月という意味で「衣更着」
とも書くそうです。
　また、春にむかって暖かい陽気がさしてくる時節
でもあり、梅が花のトップをきって咲くことから「梅
見月（うめみづき）」とも呼ばれています。（中央公
民館図書室）

菜の花忌
　２月 10 日は、作家・司馬遼太郎（1996 年没）
の命日です。本名は福田定一（ふくだ　ていいち）で、
ペンネームは、歴史家「司馬遷」に遼（はるか）に
及ばずと言う謙遜の意味で付けられました。
　独自の歴史観に基づいて、歴史小説に新風を送る
作品を数多く残し、作品は「国盗り物語」「竜馬が
ゆく」「坂の上の雲」などがあります。野に咲く花、
とりわけタンポポや菜の花といった黄色い花が好き
だったため「菜の花忌」と名づけられました。（中
央公民館図書室）

ポッチャーン
フィリップ・コランタン　著

　井戸の底にチーズを見つけた腹ぺこオオカミ
は、井戸に落ちてしまう。実は、チーズでなく、
水に映った月とわかると、ブタを騙して、自分
は井戸からあがってしまう。騙されたことに気
づいたブタは、通りかかったウサギを騙し、自
分は上へ。そして今度は・・・。

風が強く吹いている 三浦しをん　著
　一度は走ることをあきらめた灰二（ハイジ）は、才能に恵ま
れた男、走（かける）と奇跡的な出会いをする。同じ大学に通
うふたりは、無謀にも箱根駅伝出場を目指すが、他の陸上部員
は寄せ集めの素人ばかり。たった十人で、それぞれの「頂点」
をめざして走り、それは生きるために必要な真の「強さ」へと
つながっていく。
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広
報
文
芸
き
く
ち

闇
汁
の
大
鍋
溢
る
る
程
の
種 

内
村　

泊
虹

神か
ぐ
ら楽
舞ま

ふ
人
も
老
ひ
た
り
里さ

と

の
宮 

坂
本
ま
つ
え

咲
い
て
い
た
ね
と
言
葉
か
け
や
る
冬
椿 

村
山　

数
恵

白
寿
卒
寿
米
寿
喜
寿
居
て
闇
汁
会 

藤
本　

邦
治

の
ん
び
り
と
一
人
居
も
佳
し
冬
至
風
呂 

岐
部　

和
子

日
の
蔭
を
好
む
千
両
艶つ

や

を
増
し 

藤
本
ア
ツ
子

ぐ
つ
ぐ
つ
と
煮
え
立
ち
闇
汁
香か

お

り
初そ

む 

服
部　

静
子

一
句
得
て
老
ひ
忘
れ
も
し
枯
木
道 

内
村　

鈴
子

一
枚
も
葉
の
な
い
枯
木
寒
そ
う
だ

（
中
一
）
渡
辺
大
寿

ふ
き
だ
ま
り
き
れ
い
な
葉
っ
ぱ
見
つ
け
た
よ

（
中
一
）
渡
辺
一
史

効
果
て
き
面 

子
授
け
地
蔵
に
参
っ
た
ら 

 

江　

彩

ど
う
な
る
も
ね
ろ 

談
合
ば
か
り
あ
り
よ
る
が 

美　

由

珍
し
さ 

子
ば
お
ご
り
き
る
親
の
お
る 

 

好　

茶

何
処
吹
く
風 

筆
一
本
に
こ
っ
と
ら
す 

 

三　

水

珍
し
さ 

初
め
て
土
産
持
ち
こ
ら
す 

 

三　

代

何
処
吹
く
風 

め
け
ん
の
シ
ワ
も
見
ら
ん
ふ
り 

五　

女

効
果
て
き
面 

遺
言
す
る
て
言
う
た
後 

 

水　

光

ど
う
な
る
も
ね
ろ 

息
子
夫
婦
も
出
て
行
っ
た 

乗　

仏

ど
う
な
る
も
ね
ろ 

連
れ
子
で
嫁
に
行
か
し
た
が 

英　

坊

憎
し
み
の
如
く
力
を
込
め
て
踏
む
我
を
怒
り
て
麦
よ
根
を

張
れ 

村
上　

幾
雄

暫
ら
く
を
庭
に
佇
み
仰
ぎ
見
る
燃
ゆ
る
が
如
き
夕
茜
雲

 

松
岡
ミ
チ
エ

手
づ
く
り
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
生
徒
等
が
我
に
届
く
る
人

権
の
花
運
動
の
日 

水
田
紗
陽
子

何
気
な
く
踏
み
つ
け
来
た
る
楠
の
実
も
前
に
落
つ
れ
ば
跨

ぐ
は
何
ぞ
や 

高
木　
　

精

学
友
の
お
灸
の
跡
の
目
に
浮
か
ぶ
娘
の
背
中
を
流
せ
し
折

り
に 

池
田　

禮
子

夫
と
見
し
こ
と
の
喜
悦
が
一
つ
殖
ゆ
富
士
山
上
空
い
ま
過

ぐ
る
な
り 

緒
方　

寛
子

小
春
日
に
委
ね
猫
伏
に
干
し
し
大
豆
打
ち
寄
す
時
に
鈴
の

音
聞
こ
ゆ 

佐
　々

重
弘

玉
葱
苗
や
う
や
く
植
え
終
え
腰
の
ば
す
間
あ
ら
ず
雨
粒
頬

に
当
た
り
ぬ 

池
田
カ
ツ
子

根
も
と
ま
で
陽
ざ
し
と
ど
き
し
冬
木
立 

芹
川
の
り
子

茶
畑
や
霜
よ
せ
つ
け
ず
風
車
舞
ふ 

出
田
み
と
り

時
雨
る
る
や
愛
犬
眠
る
塚
二
つ 
芹
川　

蓉
子

搾
乳
の
待
機
の
牛
の
息
白
し 
水
谷　

ミ
ネ

喪
が
明
け
て
三
年
振
り
に
賀
状
書
く 

東　
　

芳
子

菊
池
の
祖
眠
り
し
山
の
紅
葉
か
な 

中
尾
ヨ
シ
コ

冷
え
込
み
て
旅
先
に
買
ふ
冬
帽
子 

中
山　

栄
子

さ
ざ
ん
花
の
赤
よ
り
ピ
ン
ク
さ
え
て
お
り 

郷　

ミ
ヤ
子

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会　

闇
汁
句
会

肥
後
狂
句
水
笑
会　

12
月
例
会

七
城
短
歌
会　
　
　

12
月
詠
草

旭
志
文
芸
俳
句
会　

12
月
詠
草

　
久
に
見
る
ル
ノ
ワ
ー
ル
の
絵
の
や
わ
き
肌
上
野
の
森
の
夕

映
え
の
顕
つ 

園
田
ト
ミ
子

鶲ひ
た
き

来
る
冬
陽
の
庭
に
ア
ザ
レ
ア
の
返
り
花
咲
き
ピ
ン
ク

明
る
し 

山
城　

雅
子

葉
を
落
と
し
新
年
迎
ふ
る
樹
の
根
方
万
年
青
の
朱
実
際
立

ち
て
来
ぬ 
松
本　

幾
代

山
猟
よ
り
帰
れ
る
夫
の
提
げ
く
る
は
真
紅
に
熟
れ
し
烏
瓜

の
蔓 

林　
　

淑
子

年
明
け
て
「
マ
マ
」
と
呼
ぶ
声
は
っ
き
り
と
曾
孫
の
声
は

命
の
満
つ
る 

岡
本　

ト
シ

新
年
に
訪
ね
し
里
の
ノ
ッ
ペ
汁
匂
ひ
漂
ひ
亡
き
母
偲
ぶ 

 

川
口　

敦
子

赤
間
宮
の
傍
え
に
並
び
し
七
盛
の
塚
に
淡
き
春
の
陽
の
差

す 

松
岡　

節
子

茶
筅
振
り
も
て
な
す
点
前
の
美
し
き
初
釜
の
日
の
若
き
あ

な
た
は 

上
田　

安
代

春
菊
の
苗
持
ち
来
た
る
教
え
子
の
草
取
り
し
つ
つ
苗
植
ゑ

呉
る
る 

安
見　

朱
實

渓
谷
の
滝
壺
あ
ら
く
水
し
ぶ
き
赤
き
椿
の
流
れ
に
浮
か
ぶ 

 

武
藤　

邦
子

冬
ざ
れ
や
訪と

ふ
人
も
な
き
文
学
碑 

宮
本　

雅
子

思
ひ
切
り
濃
く
紅
を
さ
す
冬
紅
葉 

林　

ま
つ
子

袖
垣
に
う
す
き
影
つ
れ
冬
の
蝶 

冨
田　

幸
子

参
道
を
よ
そ
ほ
ふ
て
を
り
冬
紅
葉 

茨
木　

幸
子

寒か
ん
き
ん禽
の
一
声
山さ

ん
き気
揺
ら
し
を
り 

松
永　

久
子

師
の
こ
と
ば
心
に
刻
む
納
め
句
座 

中
路　

郁
子

我
も
又
従
ふ
ば
か
り
枯
尾
花 

高
木　

陽
子

並
木
今
落
葉
通
り
と
な
り
に
け
り 

鋤
本　

ト
ミ

笹
鳴
の
影
の
飛
び
交
ふ
木こ

し
た下
か
な  

田
中
ひ
さ
子

日
お
も
て
に
あ
れ
ば
鮮
や
か
冬
紅
葉 

東　
　

鈴
子

寺
の
庭
秘
か
に
返
り
花は

な
す
お
う

紫
荊 

稲
田　

羚
子

父
在
り
し
日
の
賑
は
ひ
や
冬
座
敷 

斉
藤　

貴
恵

霜
の
朝 

行
か
ん
て
ね
る
る
幼
稚
園 

小
川　

繁
美

中
退
し
て 

嫁
に
も
行
か
ず
親
代
わ
り 

狩
野　

本
六

大
地
震 

生
ま
れ
故
郷
の
無
う
な
っ
た 

須
藤　

新
生

霜
の
朝 

セ
ル
ま
で
起
き
ん
ポ
ン
コ
ツ
車 

高
倉　

新
米

う
ぬ
ぼ
れ
て 

下
手
な
添
削
し
な
は
ん
な 
太
田　

雄
三

お
と
ぎ
話 

ア
ン
デ
ル
セ
ン
て
何
ん
か
い
た 
田
尻　

浩
風

霜
の
朝 

ハ
ウ
ス
の
苗
が
気
に
か
か
る 

高
木　

房
枝

中
退
し
て 

卒
て
書
か
れ
ん
身
の
つ
ら
さ 

窪
田　

明
徳

大
地
震 

損
保
会
社
も
破
産
す
る 

田
中　

孝
幸

お
と
ぎ
話 

正
義
は
い
つ
も
裏
切
ら
ん 

藤
由　

藤
紫

う
ぬ
ぼ
れ
て 

肩
書
き
並
べ
と
る
名
刺 

光
堀　

善
教

お
と
ぎ
話 

夢
一
杯
の
玉
手
箱 

中
山　

昌
子

染そ

ま
り
つ
ゝ
紅
葉
の
樹
々
を
く
ゞ
り
抜
け
人
形
美
術
館
の

人
形
の
瞳め

に
会
う 

増
田
久
美
子

向
岸
の
お
寺
の
銀
杏
黄
の
衣

こ
ろ
も

日
々
に
ぬ
ぎ
ゆ
く
残
秋
の
暮

れ 

平
嶋
き
く
え

晩
秋
に
散
り
し
く
も
み
じ
そ
れ
も
好よ

し
行
き
交
う
人
ら
佇

み
仰
ぐ 

福
原
美
智
子

紅
葉
な
す
葦
の
川
原
に
霧
深
し
白
鷺
重
く
間
近
を
飛
び
発

つ 

吉
安　

永
子

病
も
良
し
反
省
の
時
に
め
ぐ
ま
れ
て
亡
き
人
想
い
念
仏
ぞ

湧
く 

内
田
つ
ね
代

ス
ー
パ
ー
の
大
売
出
し
の
人
ご
み
に
我
は
ひ
と
り
の
菜
籠

満
た
す 

大
島　

き
と

久
方
に
夫
在
り
し
日
の
親
友
が
訪

お
と
な

い
来
て
く
れ
し
に
面
影

薄
し 

宮
本　

峯
子

温
暖
化
畑
ご
と
野
菜
の
処
分
さ
る
る
冬
の
陽
射
し
の
や
や

に
鈍に

ぶ

り
て 

髙
藤
タ
ツ
ノ

飯
炊
く
は
二
日
に
一
度
仏
様
も
二
日
に
一
度 

で
も
護
ら

れ
る 

長
尾
は
る
み

里
短
歌
会　
　
　
　
　

１
月
歌
会

万
句
の
里
俳
句
会　

12
月
句
会

肥
後
狂
句
桜
会 

例
会
入
選
句
集
よ
り

泗
水
短
歌
会　
　
　

12
月
詠
草

広
報
文
芸
き
く
ち
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菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111

さ
あ
、
始
め
よ
う
!

長
寿
き
く
ち
ゃ
ん
体
操

シ
リ
ー
ズ
⑤

足
の
後
ろ
が
わ

おしらせ
INFORMATION
おしらせ
INFORMATION
おしらせ
INFORMATION

菊池市役所　�（25）1111

問い合わせ

七城総合支所　�（25）1000

旭志総合支所　�（37）3111

泗水総合支所　�（38）2111

本　　庁

総合支所

●ＢＣＧ
と　き　２月 22日（木）
　　　　午後１時 30分～午後２時
ところ　菊池市文化会館
対象者
　生後３カ月以上６カ月未満の乳児

２月の予防接種
問い合わせ先　健康推進課健康推進係

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
介
護
認
定

を
受
け
た
人
た
ち
が
住
み
な
れ
た
地

域
で
、
安
心
し
て
そ
の
人
ら
し
く
生

活
が
出
来
る
よ
う
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。

　

介
護
保
険
の
代
行
申
請
か
ら
、

サ
ー
ビ
ス
計
画
書
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）

作
成
、
住
宅
改
修
、
福
祉
用
具
レ
ン

タ
ル
・
購
入
の
相
談
、
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
と
の
連
絡
調
整
な
ど
を
行
い
ま

す
。

介
護
保
険
の
認
定
を
お
持
ち
の
人
で

何
ら
か
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

る
人
に
は
、
必
ず
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
い
ま
す

•
あ
な
た
の
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

が
勤
務
し
て
い
る
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
の
名
前
を
ご
存
知
で
す

か
？

•
あ
な
た
の
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の
名
前
を
ご
存
知
で
す
か
？

•
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
あ
な
た
の
家

を
訪
問
し
て
い
ま
す
か
？

※
要
支
援
１
・
２
の
人
は
、
概
ね
３

カ
月
に
１
回
程
度
、
要
介
護
１
〜

５
の
人
は
、
月
１
回
訪
問
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

65
歳
以
上
の
人
で
介
護
（
生
活
）
の

困
り
ご
と
な
ど
を
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

に
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

•
何
ら
か
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

い
（
増
や
し
た
い
）
と
思
っ
て
い

る
人

•
介
護
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
人

•
家
族
や
そ
の
他
の
人
か
ら
虐
待
を

受
け
て
い
る
人　
　
　

な
ど

　

介
護
認
定
は
受
け
た
も
の
の
、

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
人
も

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
相
談
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。

　

詳
し
く
は
市
役
所
の
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
介
護
保
険
係

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
包
括
支
援
課

　

財
団
法
人
熊
本
県
雇
用
環
境
整
備

協
会
で
は
、「
就
職
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー　

菊
池
コ
ー
ス
」
実
施
に

伴
い
、
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

受
講
料
・
テ
キ
ス
ト
は
無
料
で
す
。

と　

き　

２
月
27
日
（
火
）・
28
日

（
水
）
の
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

時
30
分

と
こ
ろ　

菊
池
市
文
化
会
館

対　

象　

求
職
者
の
人
で
年
齢
は
問

い
ま
せ
ん
。

内　

容

　

再
就
職
で
も
っ
と
も
重
要
視
さ
れ

る
面
接
。
短
い
時
間
で
自
分
を
い

か
に
上
手
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
か
。
こ

の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
す
ぐ
に
使
え
る

効
果
的
な
自
己
Ｐ
Ｒ
の
方
法
や
履
歴

書
・
職
務
経
歴
書
の
書
き
方
な
ど
分

か
り
や
す
く
講
義
し
ま
す
。

　

ま
た
、
プ
ロ
の
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
に
よ
る
個
別
の
フ
ォ
ロ
ー
も

行
い
ま
す
。

申
込
締
切
日　

２
月
23
日
（
金
）

　

受
講
を
希
望
す
る
人
は
、
要
項
を

確
認
の
上
、
左
記
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

財
団
法
人

　

熊
本
県
雇
用
環
境
整
備
協
会

　

担
当
・
森

　

☎
０
９
６
（
３
８
２
）
５
４
４
５

　

Fax
０
９
６
（
３
８
２
）
５
４
４
７

　

ｅ
メ
ー
ル

　

m
o
ri@
info
w
o
rk-kum

am
o
to
.jp

 

シ
リ
ー
ズ
⑥ 

こ
ん
に
ち
は「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」で
す

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
をご

存
知
で
す
か
？

　献血の安全性向上のため、運転免許
証やパスポートなどの身分証明証によ
る本人確認をお願いしています。趣旨
をご理解の上、ご協力をお願いします。
　また、献血カードを持っている場合
は、一緒に持参してください。
問い合わせ先　健康推進課健康推進係

と　き　２月８日（木）
・午前９時30分～午前11時30分
・午後０時30分～午後４時
ところ　泗水総合支所
内　容　200ml・400ml献血

献血のご協力を
お願いします

　口のにおい（口
こうしゅう

臭）は、食物が口の中に長く残っている

時や歯周炎などの口の中の炎症、悪性腫瘍、

口の清掃不良などで生じることがほとんど

です。

　また、歯
しこう

垢や舌
ぜったい

苔がたまると、ガスが発

生し口臭の原因になります。

口臭の原因と対策
生理的口臭　唾液の分泌が減少するためにおこります
○原因　起床直後、緊張、疲労時

○対策　日頃からしっかり歯磨きをしていれば問題ありま

せん。

病的口臭　腐敗した虫歯、糖尿病などによりおこります
○原因　歯周病でうみがでている、舌苔

（舌の表皮がはげて、こけのようにたまっ

たもの）

○対策　毎日の歯磨きと専門家による機械

的な清掃、糖尿病などの治療

心因的口臭　潔癖性の人に多くみられます
○原因　臭いへのこだわり、思い込み

○対策　家族か専門の歯科医に相談

口臭予防のために
　うがいだけでは、歯垢や舌苔を取り除く

ことはできません。

　歯ブラシを使って、しっかり歯磨きをしましょう（歯間

ブラシの使用も効果があります）。

　また、舌苔を除去するために、舌の清掃をしましょう。

軟らかい歯ブラシまたは舌専用のブラシを使用し、奥から

手前に向かって舌の表面を３回軽くこ

すります（傷をつけないように注意し

てください）。

　口臭スプレーなどでごまかさずに、

歯磨きすることが大切です。

問い合わせ先　地域包括支援課

お口の健康シリーズ⑥ 口のにおいが気になることはありませんか？
　

予
防
接
種
法
の
改
正
に
よ
り
、
平

成
18
年
６
月
か
ら
、
過
去
に
麻
し
ん

又
は
風
し
ん
の
予
防
接
種
が
済
ん
で

い
る
人
も
含
め
、
す
べ
て
の
人
が
麻

し
ん
風
し
ん
予
防
接
種
第
２
期
の
対

象
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
昨
年
７
月
、
対
象
と
な
る

人
に
予
診
票
を
送
付
し
ま
し
た
が
、

接
種
は
済
み
ま
し
た
か
？

　

ま
だ
済
ん
で
い
な
い
人
は
早
め
に

接
種
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
予
診
票
の
な
い
人
は
母
子

健
康
手
帳
持
参
の
う
え
、
市
役
所
ま

た
は
各
総
合
支
所
で
受
け
取
っ
て
く

だ
さ
い
。

対　

象

　

平
成
12
年
４
月
２
日
〜
平
成
13
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

接
種
期
間　

３
月
31
日
（
土
）
ま
で

（
４
月
１
日
以
降
は
定
期
外
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

接
種
場
所

　

市
の
契
約
す
る
医
療
機
関

注
意
事
項

①
麻
し
ん
と
風
し
ん
の
両
方
に
か

か
っ
た
人
は
、
第
２
期
の
予
防
接

種
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

②
麻
し
ん
ま
た
は
風
し
ん
の
い
ず
れ

か
に
か
か
っ
た
人
は
、
か
か
っ
て

い
な
い
方
の
単
独
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

効　

果

•
足
の
後
ろ
が
わ
の
筋
肉
が
伸
ば
さ

れ
ま
す
。

•
膝
痛
、
腰
痛
の
予
防
と
軽
減
に
つ

な
が
り
ま
す
。

•
歩
行
時
に
、
つ
ま
ず
き
に
く
く
な

り
ま
す
。

き
く
筋

　

ふ
と
も
も
の
後
ろ
の
筋
肉
、
ふ
く

ら
は
ぎ
の
筋
肉
、
背
中
の
筋
肉

注
意
点

　

体
だ
け
を
前
に
倒
す
と
腰
を
痛
め

る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
足
の
つ
け
ね

（
股
関
節
）か
ら
し
っ
か
り
曲
げ
ま
す
。

※
「
長
寿
き
く
ち
ゃ
ん
体
操
指
導
者

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
よ
り
抜
粋

体
操
を
無
理
な
く
行
う
た
め
に

•
血
圧
の
高
い
人
や
安
静
時
の
脈
拍

の
多
い
人
、
運
動
を
制
限
さ
れ
て

い
る
人
は
医
師
に
相
談
し
て
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
。

•
ど
う
き
・
息
切
れ
が
あ
っ
た
り
、

体
調
不
良
の
時
は
、
休
み
ま
し
ょ

う
。

•
必
ず
準
備
体
操
、
整
理
体
操
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

•
痛
み
が
強
く
な
ら
な
い
程
度
で
行

い
ま
し
ょ
う
。

•
適
度
な
休
憩
や
水
分
を
取
り
な
が

ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

体
操
を
効
果
的
に
行
う
た
め
に

•
必
ず
大
き
な
声
で
数
を
数
え
ま

し
ょ
う
。（
10
秒
間
を
２
回
行
い

ま
す
）

※
息
を
止
め
て
行
う
と
血
圧
が
上

が
っ
た
り
、
疲
れ
が
残
り
や
す
く

な
り
ま
す
。

•
無
理
を
し
な
い
範
囲
で
行
い
ま

す
。

•
動
い
て
い
る
（
伸
ば
し
て
い
る
、

力
を
入
れ
て
い
る
）
筋
肉
を
意
識

し
て
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
包
括
支
援
課

と　き　２月21日（水）
　　　　午前９時30分～正午
ところ　菊池地域振興局
内　容　200ml・400ml献血

片
方
の
膝
は
曲
げ
ま
す
。
反
対
の
膝

は
伸
ば
し
、
つ
ま
先
を
自
分
の
方
に

向
け
、
お
へ
そ
を
前
に
出
し
な
が
ら

つ
ま
先
へ
と
手
を
伸
ば
し
ま
す

麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種
の

「
第
２
期
」は
お
済
み
で
す
か
？

今
年
の
４
月
か
ら
小
学
校
に
入
る
お
子
さ
ん
の

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

　月：アレルギー性鼻炎

　火：アレルギー性結膜炎

　水：怖い目の成人病・緑内障

　木：インプラント矯正について

　金：子どもの咳が続く時

土日：ノロウィルス感染症

2月の　　　　　健康情報
☎096（385）3300 （24時間）

モシモシモシモシモシモシ

再
就
職
に
差
を
つ
け
る
！

「
就
職
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
」 

受
講
者
募
集
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菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111

　

菊
池
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

で
は
、
身
体
障
害
者
を
対
象
に
手
帳

申
請
や
就
労
な
ど
に
つ
い
て
の
各
種

相
談
を
行
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　

き

　

２
月
22
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

菊
池
市
福
祉
会
館　

２
階

対　

応　

身
体
障
害
者
相
談
員

※ 

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

事
務
局　
　
　

☎
（
24
）
５
７
３
２

　

菊
池
市
に
は
、
身
体
障
害
者
手
帳

を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
が
集
う
菊
池
市

身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
が
あ
り
ま

す
。
年
間
を
通
じ
て
様
々
な
活
動
を

行
い
、
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

本
協
議
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
多
く
の
人
と
出
会
い
、
ふ

れ
あ
い
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

興
味
の
あ
る
人
な
ら
、
ど
な
た
で

も
大
歓
迎
で
す
。

主
な
活
動

○
ス
ポ
ー
ツ
競
技
会
へ
の
参
加

•
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

•
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会　

な
ど

○
福
祉
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加
○
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

対
象
者

　

菊
池
市
内
に
お
住
ま
い
で
、
身
体

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
18
歳
以
上

の
人

年
会
費　

１
、５
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

事
務
局　
　
　

☎
（
24
）
５
７
３
２

　

日
頃
在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
皆

さ
ん
が
一
堂
に
会
し
、
お
互
い
の
交

流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
心
身
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
と
介
護
に
対
す
る
悩
み

相
談
や
情
報
交
換
の
場
と
な
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

２
月
22
日
（
木
）

　

午
前
10
時　

菊
池
市
出
発

　

午
後
４
時　

菊
池
市
帰
着
予
定

と
こ
ろ　

山
都
町　

国
民
宿
舎
「
通

潤
山
荘
」

※
集
合
時
間
・
場
所
は
、
申
し
込
み

時
に
お
伝
え
し
ま
す
。

参
加
対
象　

菊
池
市
在
住
で
、
過
去

１
年
（
平
成
18
年
１
月
〜
12
月
）
の

間
に
、
寝
た
き
り
の
高
齢
者
・
重
度

身
体
障
害
者
（
児
）・
認
知
症
高
齢

者
を
お
お
む
ね
３
カ
月
以
上
、
主
に

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
人
。

内　

容　

会
食
会
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど

参
加
費　

無
料
（
昼
食
・
入
浴
料
含

む
）

申
し
込
み
方
法　

２
月
15
日
（
木
）

ま
で
に
、
担
当
の
民
生
委
員
さ
ん
か
、

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
各
支
所
ま

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

菊
池
本
所　

☎
（
25
）
５
０
０
０

　

七
城
支
所　

☎
（
25
）
５
０
１
０

　

旭
志
支
所　

☎
（
37
）
３
７
０
８

　

泗
水
支
所　

☎
（
38
）
５
３
８
２

と　

き　

２
月
３
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

内　

容　

鬼
の
面
作
り
と
豆
ま
き

対　

象　

市
内
小
学
生
と
乳
幼
児

（
保
護
者
同
伴
）

参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
（
24
）
３
４
７
２

身
体
障
害
者
の
た
め
の

相
談
を
行
い
ま
す

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

皆
さ
ん
へ

菊
池
市
身
体
障
害
者

福
祉
協
議
会  

会
員
募
集

　ド・ローラ・セツコさんの雛人形の絵や、ご家庭に
ある思い出の雛人形などが一同に揃います。皆さんの
お越しを、お待ちしています。
と　き　２月２日（金）～３月 12日（月）
　午前９時～午後６時　※２月 27日（火）は休館日
ところ　菊池夢美術館
主　催　菊池温泉おかみ湯恵の会（ゆめのかい）
問い合わせ先　菊池夢美術館　 ☎（23）1155

在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い

参
加
者
募
集

児
童
セ
ン
タ
ー
で

「
豆
ま
き
」
を
行
い
ま
す

わいふ一番館だよりわいふ一番館だよりわいふ一番館だより 問い合わせ先　菊池市文化会館
　�（24）1101

西川誠一
期間：２月14日（水）～２月25日（日）
　私が画家として産声を上げた菊池市でまた個展
が開催出来ますことに感謝を申し上げます。今回
私が所属します、荒尾市の葦ペンのグループ「藤
久会」と、絵手紙の村川尚子先生との２人展です。
ご笑覧くださいませ。

絵手紙と葦ペンの合同展

　菊池市では、市有財産（土地・建物）を一
般競争入札により売り払います。一般競争入
札に参加するためには、参加申込が必要です。
　参加を希望する場合は「市有財産（土地・
建物）公売一般競争入札参加申込書」（様式１
号「※１」）を「入札参加申込受付および方法」
により提出してください。

問い合わせ先　財政課管財係

市有財産（土地・建物）を公売します

１号物件

■売払い物件
１号物件
①所在地　菊池市西寺字北園 1431番６
②地　目　台帳　宅地　　現況　宅地
③面　積　台帳　404.79m2　
　　　　　実測　404.79m2（122.44 坪）
（建　物）
①所在地　菊池市西寺字北園 1431番６
②構　造　鉄筋コンクリート造陸屋根平屋建て
③床面積　138.06m2

土地・建物最低売却価格：5,273,000 円（消費税額を含む）

■入札参加申込受付および方法
受付期間　２月１日（木）～２月 16日（金）
　　　　　午前８時 30分～午後５時 15分
※土曜、日曜、祝祭日は除きます。
受付場所　菊池市役所本庁舎２階　財政課管財係
申し込み方法
　市有財産（土地・建物）公売一般競争入札参加申込書（様
式１号「※１」）に必要事項を記入、押印のうえ、受付期
間内に提出してください（郵送の場合は受付期間内に必着
のこと。メールでの受付はできません）。
•入札参加者は、参加申込書（様式１号「※１」）と一緒に、
法人にあっては法人登記簿謄本、個人にあっては本籍地の
市区町村長などの発行する身分証明書の添付が必要です。

参加資格の承認
　参加申込書（様式 1号「※ 1」）を提出した人には、入
札日前までに参加資格の有無についてを申込者宛てに通
知します。
その他
　受付期限までに参加申込書（様式１号「※１」）の提出
をしない人は、入札に参加できませんのでご注意くださ
い。

■現地説明の日時および場所
と　き　２月９日（金）午前 10時
ところ　現地（菊池市西寺字北園 1431番６地内）

■入札の日時および場所
と　き　２月 26日（月）午前 10時
ところ　菊池市役所本庁舎３階大会議室
※郵送による入札はできません。

■一般競争入札参加者
　次の項目に該当しない人です。
•契約を締結する能力を有しない者（未成年者など）
•破産者で復権を得ない者
•その他地方自治法施行令 167条の４第２項該当者

■ 詳しくは、菊池市公告第1号をご覧くだ
さい。

「※１」様式１号は、財政課管財係にあります。また、菊
池市ホームページからダウンロードすることもできます。

　次の案件に対する、市民の皆さんの意見を募集します。
計画の名称
　菊池市男女共同参画計画（案）
計画の趣旨・目的
　このたび菊池市では、「菊池市男女共同参画計画」を
策定します。これは、活気あふれる心豊かな男女共同参
画社会を実現するために、市民・事業所・市がすべき具
体的な施策を示したものです。
　市では、市民の皆さんの意見を反映しつつ男女共同参
画を進めていきたいと考え、パブリック・コメントを実
施します。
　次のことに留意して、内容や表現などについてご意見
をお寄せください。
計画（案）の公表期間および意見の提出期間
　１月29日（月）～２月18日（日）の21日間
計画（案）の入手方法
○ 男女共同参画推進室および各総合支所総務振興課で配
布・閲覧
○菊池市ホームページで閲覧
http://www.city.kikuchi.kumamoto.jp
意見の提出方法
○ 男女共同参画推進室に直接持参、または郵送
○Fax（25）5720
○電子メール　danjo@city.kikuchi.kumamoto.jp
※ 様式の指定はありません。住所、氏名を明記の上、ご
意見をお寄せください。
問い合わせ先　男女共同参画推進室

皆さんの意見を募集します
パブリック・コメント

菊池わいふのひなまつり
夢美会　村川尚子

期間：２月27日（火）～３月11日（日）
　絵手紙は「こころを伝える手紙」です。心を伝
えるのだから素顔がかければいいのです。集中し
て、全力でかいたものであれば、どんなにヘタで
もいいのです。
　自分にしか描けない世界でたった一枚の絵手紙。
私達の絵手紙展、どうかご笑覧ください。

絵手紙展「大切なあなたへ 私のここ
ろを贈ります。」

18｜広報きくち｜2007 FEBRUARY-1

INFORMATION

19 広報きくち｜2007 FEBRUARY-1｜



菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111

　

菊
池
市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
の

一
環
と
し
て
生
ご
み
処
理
容
器
な
ど

（
電
動
式
を
含
む
）
を
購
入
す
る
市

民
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

補
助
の
対
象
と
な
る
処
理
容
器
な
ど

　

生
ご
み
を
堆
肥
と
し
て
再
生
処
理

す
る
容
器
お
よ
び
電
動
式
生
ご
み
処

理
機
で
あ
っ
て
、
耐
久
性
に
優
れ
て

い
る
も
の
。

補
助
の
対
象
者

　

本
市
に
居
住
し
、
処
理
容
器
な
ど

を
購
入
し
よ
う
と
す
る
一
般
市
民
。

補
助
率
お
よ
び
補
助
限
度
額

　

１
世
帯
処
理
容
器
１
器
に
つ
き
購

入
価
格
の
１
／
２
以
内
と
し
、
電
動

式
の
場
合
２
万
円
、
そ
の
他
は
３
千

円
を
限
度
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
予

算
の
範
囲
内
と
し
ま
す
。

提
出
書
類

•
交
付
要
綱
に
定
め
ら
れ
た
申
請
書

お
よ
び
請
求
書

•
購
入
者
お
よ
び
購
入
価
格
が
確
認

で
き
る
書
類
（
領
収
書
な
ど
）

※
レ
シ
ー
ト
は
不
可
。

•
処
理
容
器
の
性
能
な
ど
が
確
認
で

き
る
カ
タ
ロ
グ
な
ど

•
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
す
る
書
類

そ
の
他

•
平
成
19
年
度
（
平
成
19
年
４
月
１

日
）
よ
り
補
助
率
が
変
更
に
な
る

予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　

環
境
課
・
各
総
合
支
所
民
生
課

　

菊
池
市
で
は
「
河
川
を
美
し
く
す

る
条
例
」
に
よ
り
河
川
環
境
を
監
視

す
る
水
援
隊
員
を
置
く
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
今
回
そ
の
隊
員
を
公
募
し

ま
す
。

　

水
援
隊
員
は
河
川
の
浄
化
に
理
解

が
あ
り
、
そ
の
任
務
に
必
要
な
熱
意

と
能
力
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
市

長
が
委
嘱
す
る
と
な
っ
て
お
り
、
毎

月
１
回
以
上
の
河
川
監
視
お
よ
び
文

書
に
よ
り
監
視
状
況
報
告
並
び
に
会

議
、
啓
発
活
動
、
研
修
な
ど
で
年
５

回
程
度
の
招
集
を
行
い
ま
す
。

申
し
込
み
資
格

①
平
成
19
年
度
・
20
年
度
菊
池
市
在

住
予
定
者

②
申
し
込
み
時
点
で
満
20
歳
以
上
、

性
別
不
問

③
河
川
監
視
に
熱
意
が
あ
り
視
力
に

異
常
な
く
心
身
共
に
健
康
な
人

④
年
５
回
程
度
の
平
日
昼
間
の
会
議

な
ど
に
出
席
可
能
な
人

募
集
隊
員
数　

８
人
以
内
（
内
女
性

隊
員
目
標
３
割
以
上
）

任　

期　

２
年
（
平
成
19
年
度
・
20

年
度
）

応
募
方
法　

応
募
す
る
人
は
文
書
に

よ
り
住
所
・
氏
名
・
性
別
・
年
齢
・

職
業
・
電
話
番
号
・
応
募
理
由
（
応

募
理
由
は
原
稿
用
紙
ま
た
は
Ａ
４
用

紙
に
８
０
０
字
程
度
）
を
記
載
し
て
、

菊
池
市
役
所
環
境
課
ま
で
本
人
が
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限

　

２
月
28
日
（
水
）
ま
で

採
用
決
定　

３
月
中
（
隊
員
決
定
者

に
通
知
し
ま
す
）

選
考
方
法

○
な
る
べ
く
地
域
の
偏
在
を
な
く
し

地
域
均
等
な
隊
員
の
配
置
を
考
慮

し
ま
す
。

○
な
る
べ
く
幅
の
広
い
年
齢
層
（
青

年
層
優
先
）委
嘱
を
考
慮
し
ま
す
。

○
適
格
者
応
募
多
数
の
場
合
は
次
期

任
期
委
嘱
を
考
慮
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課

　

司
法
書
士
会
で
は
、
毎
年
２
月
を

「
相
続
登
記
は
お
す
み
で
す
か
月
間
」

と
し
て
、
全
国
一
斉
に
無
料
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
皆
さ
ん
の
土
地
や
建

物
の
権
利
関
係
を
総
点
検
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

　

登
記
名
義
人
が
亡
く
な
ら
れ
た
ま

ま
放
置
し
て
お
く
と
、
権
利
関
係
が

複
雑
に
な
り
、
後
日
の
ト
ラ
ブ
ル
の

原
因
に
な
り
ま
す
。
い
わ
ば
あ
な
た

の
権
利
や
、
財
産
を
守
る
た
め
の
健

康
診
断
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

司
法
書
士
会
で
は
、
こ
の
期
間
に

次
の
と
お
り
相
談
所
を
開
設
し
て
、

皆
さ
ん
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

　

左
記
会
場
へ
お
気
軽
に
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

※
相
談
内
容
秘
密
厳
守
。

山
鹿
市
中
央
公
民
館

　

２
月
６
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

菊
池
市
中
央
公
民
館

　

２
月
７
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

相
談
内
容

○
不
動
産
の
相
続
・
遺
言
に
関
す
る

こ
と

○
そ
の
他
、
登
記
関
係
な
ど
に
関
す

る
こ
と

問
い
合
わ
せ
先　

松
本
事
務
所

　

☎
（
43
）
１
０
０
１

河
川
水
援
隊
員
を

募
集
し
ま
す

■悪臭とは
　悪臭とは、人が感じる「嫌なにおい」、「不快なにおい」
の総称です。
　一般的に「良いにおい」と思われるものでも、強さ・頻
度・時間によっては悪臭として感じられることがあります。
　また、においは個人差や嗜好性、慣れによる影響があり
ます。そのため、ある人には良いにおいとして感じられて
も、他の人には悪臭に感じるということもあります。
■悪臭事故への備え
　ひとたび苦情が発生してしまうと、なんらかの対策を求
められます。金銭的にも労力的にも負担が大きいばかりか、
イメージも損ないかねません。日頃から悪臭を未然に防ぐ
取り組みを行いましょう。
　また、悪臭発生原因のひとつである野外焼却は、法律に
より原則として禁止されています。
■苦情が起きてしまったら
　まず苦情者と対話をすることが重要です。直接顔を見て
話すことで感情が和らぎ、関係が改善されることもありま
す。その上で、においを減らすための対策を検討しましょ
う。

※ 詳細については、菊池市ホームページにも掲載していま
す。
※ 規制地域や規制基準については、下記までお尋ねくださ
い。
問い合わせ先　環境課または各総合支所民生課

事業者の皆さんへ
■悪臭事故が発生したら
　悪臭防止法第 10条第２項では「悪臭防止法の規制
地域内の事業場において、規制基準を超える（あるい
は超えるおそれのある）悪臭事故が発生した場合は、
直ちに直轄の市町村長に通報しなければならない」と
規定されています。
　事故発生時には、通報義務を守りましょう。
■罰則の適用
　規制基準を超える悪臭に対して適切な対策をとらな
いと、市町村長から改善勧告、改善命令が出され、さ
らには、懲役や罰金が科せられる場合もあります。
　また、裁判などによる和解を求める場合にも多大な
費用と時間がかかってしまいます。

その「におい」、大丈夫？　～悪臭のない快適な生活を送るために～

生
ご
み
処
理
容
器
な
ど
の
購
入
に
対
し
て

補
助
金
の
交
付
制
度
が
あ
り
ま
す

相
続
登
記
は

お
す
み
で
す
か
？

■砂田西団地
入居場所　菊池市七城町砂田 687番地
募集戸数および構造・規模
①木造２階建 :８戸（3DK、79.4m2）
※単身入居は申込不可。
②木造平屋 :４戸（2DK、54.1m2）
※単身・小世帯（２人暮らし）者のみ申込可。
家　賃　① 29,300 円～　② 20,300 円～
※ 家賃は入居者の所得金額や部屋形態により変動しま
す。
※ ２階建①と平屋②のいずれかを指定して申し込んでく
ださい。両方の申し込みはできません。

■田島団地
入居場所　菊池市泗水町田島 176番地
募集戸数および構造・規模
①中耐３階建て（B・C棟）:15 戸（3DK、73m2）
※単身入居は申込不可。
② 中耐３階建て（B棟１階 101・102・103号）: ３戸
（2LDK、73m2）
※ 身体障害者手帳（１級～４級）を持ち、かつ常時車椅
子を使用する人がいる世帯のみ申込可。

家　賃　28,700 円～
※家賃は入居者の所得金額により変動します。
■新明団地
入居場所　菊池市旭志新明 2842番地
募集戸数および構造・規模
木造２階建 :９戸（3DK、79.9m2）
※単身入居は申込不可。
家　賃　33,500 円～
※家賃は入居者の所得金額により変動します。
■注意事項（全団地共通事項）
入居資格　次の（1）～（4）のすべての条件に該当す
ること。
（1） 現在、自ら居住するための住宅に困っていること（持

ち家がないこと）。
（2）同居親族があること（婚約者なども含みます）。
　※ 単身入居 : 年齢が満 60 歳以上の人、または昭和
31年４月１日以前に生まれた人。

（3） 入居収入基準内（世帯の合計月額所得が 20万円以
下）であること。田島団地B棟 101・102・103
号は 26万８千円以下であること。

　※ 入居される世帯の状況により入居収入基準が異なる
場合がありますので、詳しいことは住宅課または各

総合支所建設課までお尋ねください。
　※ 月額所得が収入基準を超える人は、上記の市営住
宅への申し込みはできませんが、合計月額所得 20
万～ 32万２千円以下である人は、中町団地特公賃
（4DK）への申し込みができます。詳しくは住宅課
へお尋ねください。

（4）税金に未納がないこと。
入居の申し込み
○申し込み期間　２月 13日（火）～２月 27日（火）
午前８時 30分～午後５時　必着（期日厳守）
※土・日を除く。
○必要書類など
• 入居申込書、住宅状況申告書（市役所住宅課または各
総合支所建設課に取りにお越しください）
• 印鑑（認印で可）
• 住民票謄本
• 市県民税　課税台帳記載事項証明書（同居予定者かつ
収入がある人、それぞれの分が必要となります）
• 納税証明書
※ 身体障害者手帳の交付を受けている人は、これらの写
し。
※同居予定者が婚約者の場合は婚約証明書。
※最近退職・離職した人は離職票または退職証明書。
※新たに勤務した人は給与支払証明書。
〇申し込み方法　必要書類など完備のうえ、住宅課また
は各総合支所建設課に直接申し込むか、郵送によります。
なお、直接申し込み受付は、期間の最終日午後５時まで、
郵送の受付は配達記録郵便のうえ、期間最終日必着とし
ます。
入居者の選考　入居申し込みが募集戸数を超える場合
は、公開抽選によって入居者を決定します。
その他
○入居予定日　４月１日（日）
○ 申込書その他書類などに虚偽の申告があった場合、抽
選に当選していても、入居決定を取り消す場合があり
ます。
○ 犬、猫などのペット飼育は禁止です。
○ 敷金は家賃３カ月分で引越し前に納入いただき鍵を貸
与します。
○ 原則として、自己所有の住宅がある人は申し込みがで
きません。
問い合わせ・申し込み先　住宅課（市役所第３庁舎内）
　または　各総合支所建設課

新築砂田西・田島・新明団地 の入居者を
募集します

市営
住宅
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菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111

　

菊
池
郡
市
内
で
、
菊
池
産
の
木
材

（
一
部
使
用
可
・
内
装
材
を
含
む
）

を
使
用
し
、
建
設
さ
れ
た
木
造
住
宅
、

木
造
の
事
務
所
、
店
舗
、
店
舗
付
き

住
宅
を
募
集
し
ま
す
。

用
途
・
構
造　

木
造
住
宅
お
よ
び
木

造
の
事
務
所
、
店
舗
、
店
舗
付
き
住

宅
な
ど

規　

模

• 

住
宅　

延
べ
床
面
積
が
お
お
む
ね

２
５
０
㎡
（
75
坪
）
以
下

• 

そ
の
他　

延
べ
床
面
積
が
お
お
む

ね
３
０
０
㎡
以
下

建
設
地　

菊
池
市
、
合
志
市
、
菊
池

郡
大
津
町
、
菊
池
郡
菊
陽
町

建
設
時
期　

平
成
15
年
４
月
１
日
以

降
に
完
成
し
た
物
件

そ
の
他
の
条
件　

設
計
者
、
施
工
者
、

ま
た
は
製
材
所
な
ど
い
ず
れ
か
が
菊

池
管
内
に
所
在
し
、
か
つ
菊
池
産
木

材
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
（
部
分
使

用
可
・
内
装
材
含
む
）。

　

ま
た
、
前
回
入
賞
物
件
お
よ
び
熊

本
県
大
型
木
材
利
用
施
設
コ
ン
ク
ー

ル
に
応
募
し
た
も
の
は
除
く
。

表　

彰　

最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞

２
点
。
各
賞
に
は
表
彰
状
の
ほ
か
副

賞
を
進
呈
し
ま
す
。

　

ま
た
、
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
を

進
呈
し
ま
す
。

募
集
期
間

　

２
月
16
日
（
金
）
ま
で

発　

表　

本
人
に
通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

菊
池
地
域
振
興
局
林
務
課

☎
（
25
）
２
３
４
７

　

桑
満
負
郭
（
一
七
六
七
〜

一
八
五
七
）
は
、
正
観
寺
村
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
桑
満
氏
は
代
々
医
者
を

家
業
と
し
、
外
科
で
有
名
な
藩
医
栗

崎
氏
に
学
び
ま
し
た
。
負
郭
の
時
代

が
、
一
番
医
術
も
高
度
で
繁
昌
し
て

い
ま
し
た
。

　

負
郭
は
、
時
期
不
詳
な
が
ら
、
長

崎
に
藩
費
遊
学
し
、
医
術
の
修
得
に

努
め
て
い
ま
す
が
、
お
そ
ら
く
肥
後

藩
の
蘭
方
医
学
に
多
大
な
貢
献
を
し

た
山
鹿
郡
相あ
い

良ら

村
（
現
・
山
鹿
市
菊

鹿
町
）出
身
の
奥お
く

山や
ま

静せ
い

叔し
ゅ
く（
一
八
一
七

〜
一
八
九
四
）
の
さ
き
が
け
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

桑
満
負
郭
は
、
文
政
（
一
八
一
八

〜
一
八
三
〇
）
の
頃
、
藩
主
の
「
侍

医
」
に
推
薦
さ
れ
、
さ
ら
に
「
医
学

司
教
」（
再
春
館
訓
導
）
に
も
任
じ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
実
際
の
診

療
や
治
療
に
携
わ
り
な
が
ら
、
自
ら

の
医
術
向
上
に
、
研
鑚
と
努
力
を
続

け
ま
し
た
。

　

し
か
し
病
気
に
罹か
か

り
、
数
年
間
療

養
し
ま
し
た
が
、
つ
い
に
職
を
辞
し

て
、
郷
里
の
菊
池
に
退
居
し
ま
し
た
。

藩
は
、
負
郭
の
医
術
の
実
力
を
惜
し

ん
で
、「
医
員
外
班
」
に
任
じ
、
年

毎
に
百
石
の
録
を
与
え
ま
し
た
。

　

負
郭
は
、
渋
江
松
石
の
高
弟
で
、

松
石
流
の
儒
学
の
影
響
が
非
常
に
大

き
く
、
い
つ
も
口
を
開
け
ば
、「
人

の
道
は
忠
信
と
礼
譲
に
あ
る
」
と

い
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
素
直
だ
が

畏い

敬け
い

の
念
を
起
こ
さ
せ
、
順
に
し
て

誠
意
が
あ
り
、
物
の
考
え
方
に
は
、

少
し
も
い
い
加
減
さ
を
許
さ
な
い
厳

格
な
性
格
で
あ
り
、
ま
た
「
篤
行
の

君
子
」
と
も
評
さ
れ
ま
し
た
。

　

桑
満
負
郭
は
、
医
術
の
傍
ら
、
私

塾
「
水
石
亭
」
を
開
い
て
、
儒
学
を

郷
里
の
人
々
に
教
え
ま
し
た
。
そ
の

門
人
に
、
四
十
年
間
も
師
事
し
た
今

村
の
木
下
韡い

村そ
ん

（
業な
り

広ひ
ろ

）
が
い
ま
し

た
。
墓
碑
銘
は
、
隈
府
町
出
身
で
当

代
一
流
の
能
書
家
城き

野の

静せ
い

軒け
ん

の
揮
毫

に
よ
る
も
の
で
す
。

（
文
責
）
社
会
教
育
指
導
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堤　

克
彦

桑く
わ

満み
つ 

負ふ

郭か
く 

（
伯
順
）

文
教
菊
池
の
人
々
（
江
戸
期
の
人
物
篇
）

シ
リ
ー
ズ
⑦

　

菊
池
高
校
に
商
業
科
教
師
と
し
て

勤
務
し
10
年
。
昨
年
４
月
か
ら
人
権

教
育
指
導
教
諭
と
し
て
の
仕
事
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
10
年
間

の
う
ち
ほ
と
ん
ど
が
就
職
担
当
と
し

て
３
年
生
の
担
任
で
し
た
が
、
い
ろ

ん
な
タ
イ
プ
、
個
性
を
持
っ
た
生
徒

の
皆
さ
ん
が
卒
業
し
、
社
会
人
と
し

て
働
き
、
父
親
・
母
親
に
な
る
姿
を

見
て
「
菊
池
高
校
の
生
徒
は
や
る

な
！
」「
な
ら
、
自
分
も
菊
池
高
校

で
ま
だ
ま
だ
、頑
張
ろ
う
！
」と
思
っ

て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

全
く
私
の
話
で
恐
縮
な
の
で
す
が
、

昨
年
、
１
歳
に
な
る
長
女
の
成
長
異

常
に
気
づ
き
ま
し
た
。
微
々
た
る
成

長
し
か
し
な
く
な
っ
た
の
で
す
。
病

院
に
連
れ
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、「
右

肺
静
脈
環
流
異
常
症
」
と
「
三
心

房
心
症
」
の
合
併
の
心
臓
病
と
診
断

さ
れ
ま
し
た
。
要
す
る
に
全
身
に
血

液
が
正
常
の
５
分
の
１
し
か
循
環
せ

ず
、
肺
に
正
常
の
５
倍
の
血
液
が
流

れ
込
み
心
臓
が
肥
大
し
て
い
く
病
気

と
、
通
常
の
人
間
は
二
心
房
二
心
室

な
の
に
三
心
房
二
心
室
と
い
う
病
気

が
合
併
し
た
心
臓
病
で
し
た
。
手
術

の
成
功
確
率
は
高
く
な
く
、
手
術
後

も
困
っ
た
症
状
が
で
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
、
ま
た
、
手
術
し
な
け
れ
ば

あ
と
、
３
カ
月
も
生
き
ら
れ
な
い
と

お
医
者
さ
ん
か
ら
伺
い
ま
し
た
。
私

と
妻
は
た
だ
、
た
だ
呆
然
と
し
て
し

ま
っ
た
と
い
う
の
が
昨
春
の
桜
の
時

期
で
し
た
。

　
「
代
わ
れ
る
も
の
な
ら
代
わ
っ
て

や
り
た
い
」
妻
や
母
（
ば
あ
ち
ゃ
ん
）

は
、
毎
晩
、
毎
晩
祈
る
よ
う
な
気
持

ち
で
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。
私

も
同
じ
気
持
ち
で
し
た
。
何
百
万
円
、

何
千
万
円
か
か
っ
て
も
い
い
か
ら
命

だ
け
は
・
・
・
、
と
に
か
く
生
き
て

い
る
だ
け
で
い
い
か
ら
・
・
・
。
と

い
う
こ
と
を
本
気
で
、
本
気
で
思
い

ま
し
た
。

　

現
在
、
手
術
自
体
は
成
功
し
、
お

医
者
さ
ん
は
完
全
に
治
っ
た
と
は
な

か
な
か
お
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
が
、
今

日
ま
で
元
気
に
過
ご
せ
て
い
ま
す
。

娘
の
胸
に
は
大
き
な
手
術
痕
が
残
り

ま
し
た
が
、
そ
の
こ
と
を
誇
り
に
で

き
る
よ
う
な
人
間
と
し
て
、
生
き

て
も
ら
い
た
い
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

仕
事
で
遅
く
帰
宅
す
る
と
き
、
息
子

や
娘
の
幸
せ
そ
う
な
寝
顔
を
見
る
た

び
に
「
よ
ー
し
、
頑
張
る
ぞ
！
」
と

い
う
気
に
な
り
ま
す
。
多
く
の
保

護
者
の
皆
さ
ん
が
そ
う
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
そ
う
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

本
当
の
親
の
思
い
、
本
当
の
保
護

者
の
思
い
と
い
う
も
の
は
親
・
保
護

者
に
な
ら
な
い
と
わ
か
ら
な
い
と
良

く
言
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
親
・
保

護
者
の
思
い
に
つ
い
て
は
高
校
生
や

中
学
生
・
小
学
生
で
も
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

私
も
小
学
、
中
学
、
高
校
と
そ
の
こ

と
を
多
く
の
先
生
方
か
ら
強
く
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
、
自
分
の

こ
と
と
し
て
振
り
返
っ
て
考
え
て
下

さ
い
。
今
ま
で
こ
の
世
に
生
を
受
け
、

何
年
間
も
生
き
る
こ
と
が
で
き
て

き
た
こ
と
、
今
日
、
ご
飯
が
食
べ
ら

れ
、
ふ
と
ん
で
寝
れ
る
こ
と
、
そ
し

て
、
勉
強
が
で
き
る
こ
と
。
そ
れ
は
、

な
ぜ
か
？
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
な
の

か
？

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
、
親
・
保
護
者

と
し
て
の
願
い
や
思
い
を
何
ら
か
の

形
で
子
ど
も
た
ち
に
し
っ
か
り
伝

え
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
で
し
ょ
う

か
？

　

全
国
で
い
じ
め
を
受
け
た
こ
と
に

よ
り
児
童
・
生
徒
が
命
を
絶
つ
と
い

う
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
い

じ
め
は
絶
対
に
許
せ
な
い
こ
と
で
す
。

社
会
全
体
が
し
っ
か
り
受
け
止
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
そ
し

て
、
何
よ
り
、
自
ら
命
を
絶
つ
と
い

う
こ
と
は
、
絶
対
に
理
由
の
如
何
を

問
わ
ず
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で

す
。

　

人
間
は
様
々
な
人
の
思
い
や
願
い

に
よ
っ
て
生
き
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。
部
落
差
別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ

る
差
別
や
い
じ
め
は
、
人
間
を
尊
重

す
る
気
持
ち
の
欠
如
に
端
を
発
し
て

い
ま
す
。
人
間
を
大
切
に
す
る
社
会

で
あ
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
権
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

児
童
・
生
徒
、

　
　

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

菊
池
高
校
人
権
教
育
指
導
教
諭

永
野　

誉 ㉑

桑満負郭の墓（正観寺境内の西側隣接地）

き
く
ち
の
木
を
使
っ
た
こ
だ
わ
り
の「
木
の
家
」等
募
集

平
成
18
年
度  

木
造
住
宅
等
コ
ン
ク
ー
ル

　明治維新や西南の役で有名な西郷隆盛の祖先発祥の
地が、菊池市七城町の西郷地区であり、南北朝時代に
名を馳せた菊池一族の子孫です。
　その西郷隆盛は生涯のうち３年間余、奄美大島の龍
郷町に「菊池源吾」と名前を変えて居住し、龍郷町の
教育や文化に大きな影響を与えています。
　そのようなことから、菊池源吾（西郷隆盛）にゆか
りのある龍郷町と菊池市との間でシンポジウムを開催
します。
　今回のシンポジウムは、両市町の教育や文化をはじ
め、地域活性化に繋げることを目的とし、当日は会場
で奄美の物産展も開催します。
基調提案
　文学博士・郷土史家　　堤　克彦氏
提案内容
•菊池源吾（西郷隆盛）とは
•龍郷町にとっての「菊池源吾」
•菊池一族の「菊池源吾」
•「愛加那」の生涯
•明治維新、西南戦争

パネリスト
•龍郷西郷塾講師　安田荘一郎氏
•龍郷西郷塾生　柳田明子氏
•龍郷町教育委員会　松村智行氏
•菊池市文化財保護委員長　園木　馨氏
•「きくちおはなしのもり」代表　　原保奈美氏
•菊池都市間交流の会　冨田敬士氏
コーディネーター
　菊池市国際交流課　津留今朝寿氏（フリーライター）
主　催　菊池源吾シンポジウム実行委員会
共　催　龍郷町、龍郷町教育委員会、菊池市、菊池市
教育委員会
問い合わせ先　国際交流課

●奄美物産フェアー
　今回のシンポジウムを記念し、菊池市の各物産館と
温泉施設（七城メロンドーム、きくち観光物産館、道
の駅泗水養生市場、道の駅旭志、七城温泉ドーム、四
季の里旭志）で、２月１日（木）から２月 25日（日）
まで奄美物産フェアーを開催しています。

と　き　２月24日（土）午後１時～午後４時
ところ　七城公民館　講堂（菊池市七城町）

西南の役 130年

菊池源吾（西郷隆盛）
を語るシンポジウムin菊池

入
場
無
料

応募規定　材料は、カライモ・そば粉・
ヤーコンのいずれかを使った料理または
おやつとします。
※何口でも応募可。
応募方法　応募用紙（子育て支援課・各
総合支所民生課にあります）に記入、写
真添付の上、郵送または持参ください。
応募締切　２月 15日（木）
応募先
　〒 861-1392　菊池市隈府 888
　菊池市役所　子育て支援課
※ 申込者には、後日詳細について通知し
ます。
表彰など　優秀作品は、賞状および日め
くりカレンダーに掲載し、カレンダー作
成後贈呈します。
※応募者全員に参加賞進呈します。
問い合わせ先　子育て支援課

あなたのアイデアを
ご紹介ください

五感に響く簡単・バランスメニュー募集
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菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111

　前年と比べて所得が変わらなくても、次のような事由により市
県民税が高くなります。

1. 市県民税率が10%になります
　地方分権をすすめる「三位一体改革」の柱である「税源移譲（ぜ
いげんいじょう）」がはじまりました。
　税源を国から地方へ移すことで、市町村が住民にとって身近で
よりよい行政サービス実現のために財源を使えるようになりま
す。市県民税の税率が一律 10%になり高くなる人がいますが、
所得税が減り、基本
的には「市県民税 +
所得税」の負担は変
わりません。

2. 定率減税廃止
3. 軽減率引き下げ
　平成 17年１月１日現在 65歳以上で、所得が 125万円以下の
人に対する軽減率が３分の２から３分の１になります。平成 20
年からはなくなります。

控除もれはありませんか

●
所
得
税
の
主
な
改
正
点

　

１　

定
率
減
税
率
引
き
下
げ
20
％
↓
10
％

　
　
（
限
度
額
12
万
５
千
円
）

　
　

※
19
年
中
所
得
か
ら
は
廃
止

　

２　

寄
付
金
控
除
適
用
下
限
の
引
き
下
げ

　
　

１
万
円
↓
５
千
円

　

３　

中
小
企
業
者
の
少
額
減
価
償
却
資
産
の
取
得

価
額
の
必
要
経
費
算
入
の
特
例
延
長

　
　

平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で

平成19年度（平成18年分）

申 告 期 間
２月 16日（金）～
３月 15日（木）
（土曜・日曜を除く）

26 ページに「申告受付会場」
の一覧表を掲載しています

問い合わせ先　税務課市民税係
　　　　　　　各総合支所税務係

　下記に該当する人が申告（還付申告）すること
で、源泉徴収された税金や予定納税をした税金の
還付を受けることができます。
○所得が公的年金などにかかる雑所得のみの人。
○寡婦（夫）控除、障害者控除、雑損控除、医療
費控除、寄付金控除、住宅借入金等特別控除、
政党等寄付金特別控除などを受けることができ
る人。
○平成 18年の中途で退職した後就職しなかった
人で、年末調整を受けなかった人。
○退職所得がある人で、その所得を含めて申告す
ることによって源泉徴収された所得税から定率
減税を受けることができる人。
など

要介護者の障害者控除について
　介護保険制度で要介護に認定された 65歳以上
の人は、基準に応じて障害者控除または特別障害
者控除が受けられます。
　申告の際には「障害者控除対象者認定書」が必
要になりますので、事前に市役所生きがい推進課
または各総合支所民生課から認定書の交付を受け
てください。

　所得額から差し引く（控除する）ものがあれば、
必ず証明書などをお持ちください。
○印かん（認印）
○収入（所得）を証明できる資料
　•源泉徴収票（公的年金含む）、支払い証明書
　• 土地などの譲渡所得のあった人は、契約書、

収用証明書など
　• 農業所得や事業所得、不動産所得のある人は、

収支明細書、帳簿類
○農業所得については収支内訳書を作成してお越
しください。また、内容確認のため農協や青果
市場などからの収入証明書（出荷証明書）、営
農通帳、カントリー利用料・乾燥委託料・もみ
すり賃・土地改良費・水利費・農業用トラック
の任意保険料等各種領収書をお持ちください。
○各種領収書または証明書
　医療費、生命保険料、損害保険料、社会保険料
（国民健康保険税や国民年金）、障害者手帳、障
害者控除対象者認定書など。
○所得税の還付を受ける人、口座振替による納税
を希望する人は、通帳と通帳届出印かん。

申告に必要なもの

平成19年度から
市県民税が大きく変わります

　

所
得
税
（
国
税
）
の
申
告
と
と
も
に
、
市
県

民
税
（
住
民
税
）
の
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
時

期
に
な
り
ま
し
た
。

　

所
得
税
の
申
告
が
必
要
な
い
人
で
も
、
住
民

税
の
申
告
は
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
申
告
期
間
内
に
も
れ
な
く
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

　

申
告
は
、
市
県
民
税
や
国
民
健
康
保
険
税
の

算
出
基
礎
に
な
る
も
の
で
、
未
申
告
の
場
合
、

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置
の
適
用
が
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
り
、
各
種
証
明
書
（
所
得
証
明

書
な
ど
）
の
発
行
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
、
菊
池
市
に
住
ん

で
い
た
人
で
前
年
中
に
次
の
所
得
が
あ
っ
た
人

は
、
申
告
が
必
要
で
す
。

○
給
与
所
得
者
で
次
に
該
当
す
る
人

• 

中
途
退
職
し
た
人
や
就
職
し
た
人

• 

給
与
所
得
の
他
に
、
家
賃
や
小
作
料
、
農
業

所
得
、
雑
所
得
な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た
人

• 

雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除
な
ど
を
受
け
る
人

• 

菊
池
市
に
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て

い
な
い
人
（
提
出
の
有
無
は
勤
務
先
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
）

• 

２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け
た

人
○ 

営
業
、
農
業
、
そ
の
他
事
業
、
不
動
産
、
配

当
な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た
人

○ 

大
工
、
左
官
な
ど
の
賃
金
、
内
職
の
手
間
賃

な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た
人

○
年
金
や
恩
給
な
ど
を
受
け
た
人

　

前
年
中
に
病
気
や
失
業
な
ど
で
所
得
の
な
か

っ
た
人
、
援
助
、
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
な
ど

を
受
け
て
い
た
人
で
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
も
申
告
が
必
要
で
す
。

○ 

勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が
菊
池
市
に

提
出
さ
れ
、
他
に
所
得
の
な
い
人

○
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

　

 
税
務
署
か
ら
の
日
時
指
定
の
人
は
、
税
務
署

で
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○ 

65
才
以
上
（
昭
和
17
年
１
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
）
の
国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金

の
み
の
受
給
者
で
、
か
つ
、
そ
の
支
給
額
が

１
４
８
万
円
以
下
の
人
。

　

 

た
だ
し
、
営
業
・
農
業
・
不
動
産
（
小
作
料

含
む
）・
そ
の
他
の
所
得
の
あ
る
人
は
除
き

ま
す
。

　

農
業
所
得
に
つ
い
て
は
、
農
業
標
準
の
廃
止

に
伴
い
、
収
支
計
算
に
よ
る
申
告
相
談
と
な
り

ま
す
の
で
、「
収
支
内
訳
書
」
に
記
入
し
て
申

告
受
付
時
に
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
収
支
内
訳
書
な
ど
は
該
当
者
の
人
へ

郵
送
し
て
い
ま
す
。
税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書

の
送
付
が
あ
っ
た
人
は
、
同
封
さ
れ
て
い
る
収

支
内
訳
書
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
販
売
（
出
荷
）
伝
票
や
必
要
経
費
の

領
収
書
な
ど
を
確
認
し
ま
す
の
で
、
項
目
ご
と

に
整
理
し
て
お
こ
し
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

期
間
内
に
も
れ
な
く
申
告
を
お
願

い
し
ま
す

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

所
得
の
な
か
っ
た
人
も
必
ず
申
告

し
て
く
だ
さ
い

申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
人

農
業
所
得
の
申
告

所得税・
市県民税
申 告 の
し お り

※ 口座振替を利用している人は、２月
26日（月）に振替を行いますので、
残高の確認をお願いします。

●国民健康保険税第8期

2月の「税」の納期限
問い合わせ先　税務課

　１月１日号に一部誤りがありました。
おわびして訂正します。
•  25 ページ「給与所得者の確定申告」
の本文 16行目

誤 （×）　32 カ所以上から給与を受け
ている人などは、確定申告をしなけ
ればならないこととなっています。
正 （○）　③２カ所以上から給与を受け
ている人などは、確定申告をしなけ
ればならないこととなっています。

課税所得金額 ～H18年度 H19年度～
200万円以下 5%

一律10%
200万円超～ 
700万円以下

10%
（控除額10万円）

700万円超 13%
（控除額31万円）

おわびと訂正
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菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111

　

平
成
18
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
が
、
２
月
16
日
（
金
）
か
ら
始
ま

り
ま
す
。

　

申
告
期
限
は
３
月
15
日
（
木
）
で

す
が
、
期
限
間
近
に
な
る
と
申
告
書

記
載
会
場
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間

お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

申
告
会
場

　

Ｊ
Ａ
菊
池　

菊
池
中
央
支
所

※
駐
車
場
は
菊
池
税
務
署
で
す
。

時　

間

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※ 

税
務
署
閉
庁
日
（
土
・
日
）
は
、

確
定
申
告
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
税
務

署
窓
口
で
の
申
告
書
の
受
付
は
行

っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
税
務
署

玄
関
の
時
間
外
収
受
箱
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
確
定
申
告
書
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.

n
ta
.g
o
.jp

）
の
「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
す
る
と
簡

単
に
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
作
成
し

た
申
告
デ
ー
タ
は
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
国

税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）
を

利
用
し
て
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

な
お
、
手
書
き
な
ど
に
よ
り
作
成

す
る
場
合
は
「
所
得
税
の
確
定
申
告

書
の
手
引
き
」
を
参
考
に
記
載
し
て

い
た
だ
き
、
郵
送
な
ど
に
よ
り
な
る

べ
く
お
早
め
に
提
出
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得

ま
た
は
山
林
所
得
の
あ
る
白
色
申
告

者
は
、
確
定
申
告
書
に
「
収
支
内
訳

書
」
を
添
付
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※
注
意　

個
人
事
業
者
の
消
費
税
お

よ
び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
と
納

付
の
期
限
は
、４
月
２
日（
月
）で
す
。

　

ま
た
、
２
月
６
日
（
火
）
か
ら
２

月
15
日
（
木
）
ま
で
は
南
九
州
税
理

士
会
菊
池
支
部
に
よ
る
無
料
相
談
を

Ｊ
Ａ
菊
池
菊
池
中
央
支
所
で
実
施
し

て
い
ま
す
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）。

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
税
務
署

☎
（
25
）
２
１
２
１

　

毎
年
４
月
１
日
現
在
で
登
録
さ
れ

て
い
る
軽
自
動
車
（
50
㏄
な
ど
の
バ

イ
ク
・
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
農
耕
用
作

業
用
車
両
も
含
む
）
に
、
そ
の
年
の

軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

今
、
車
両
が
無
く
使
用
し
て
い
な

く
て
も
、
廃
車
手
続
き
を
し
て
い

な
い
と
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
も
し
、
そ
の
よ
う
な
車
両
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
す
み
や
か
に
廃
車
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
住
所
が
変
わ
っ
た
場
合
は

変
更
登
録
の
手
続
き
を
、
自
動
車
の

所
有
者
の
名
義
が
変
わ
っ
た
場
合
は

移
転
登
録
の
手
続
き
を
、
15
日
以
内

に
す
る
よ
う
法
律
（
道
路
運
送
車
両

法
）
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
怠
る
と
罰
金
が
課
せ
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
軽
二
輪
・
軽
三
輪
・
軽
四
輪
車

　

熊
本
県
軽
自
動
車
協
会

　

☎
０
９
６
（
３
６
９
）
７
９
２
０

○
自
動
二
輪
車

　

九
州
運
輸
局
熊
本
運
輸
支
局

　

☎
０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
８
６

○ 

50
㏄
〜
１
２
５
㏄
バ
イ
ク
・
農
業

用
作
業
用
車
・
ミ
ニ
カ
ー

　

 

菊
池
市
役
所
税
務
課
・

　

各
総
合
支
所
税
務
係

　

市
民
の
親
睦
と
融
和
を
図
る
と
と

も
に
、
市
民
総
ス
ポ
ー
ツ
運
動
の
一

環
と
し
て
、
勝
敗
に
と
ら
わ
れ
な
い

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
を

開
催
し
ま
す
。

　

種
目
は
、
簡
単
な
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
３
種
目
で
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
楽
し
め
る
種
目
に
な
っ
て
い
ま

す
。
家
族
や
ク
ラ
ス
の
思
い
出
づ
く

り
、
部
活
・
職
場
・
地
区
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
な
ど
、
皆
さ

ん
で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

ま
た
、
豪
華
商
品
の
当
た
る
抽
選

会
も
競
技
終
了
後
、
実
施
し
ま
す
。

と　

き　

３
月
４
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
開
会

と
こ
ろ　

七
城
体
育
館
・
七
城
中
学

校
体
育
館
・
七
城
屋
内
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー

種　

目

①
ド
ッ
ジ
ビ
ー
（
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の

ル
ー
ル
で
、
安
全
な
や
わ
ら
か
い

フ
リ
ス
ビ
ー
を
投
げ
合
い
ま
す
）

※
小
学
生
以
上
１
チ
ー
ム
10
人

②
ア
ジ
ャ
タ
（
運
動
会
の
玉
入
れ
競

技
の
よ
う
な
、
１
０
０
個
玉
を
入

れ
る
時
間
を
競
い
ま
す
。
み
ん
な

で
息
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
!!
）

※
中
学
生
以
上
１
チ
ー
ム
10
人

③
ふ
ら
ー
ば
ー
る
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

　
（
ミ
ニ
バ
レ
ー
の
よ
う
な
ル
ー
ル

で
、
変
形
し
た
ボ
ー
ル
を
使
用
し

ま
す
。ど
っ
ち
に
跳
ね
る
か
な
？
）

※
高
校
生
以
上
１
チ
ー
ム
５
人

参
加
資
格　

菊
池
市
内
在
住
で
、
小

学
生
以
上
の
男
女
。
ま
た
は
職
場
が

菊
池
市
に
あ
る
人
。

申
し
込
み
方
法　

専
用
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
社
会
体
育
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
教
育
課
窓
口
ま

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

１
人　

１
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
体
育
課

税
務
署
に

確
定
申
告
す
る
皆
さ
ん
へ

　旭志ゴルフ協会では、下記の日程でチャ
リテイーゴルフ大会を開催します。
と　き　２月 25日（日）
ところ　くまもと中央カントリークラブ
参加人員など　参加資格は菊池市民および
菊池内事業所勤務者で、160 人を限度と
し受付順とします。
参加料　１人・11,270 円（プレイ代 9,270
円（食事別）+参加費 2,000 円）
その他　ショートホール２カ所を対象に、
それぞれワンオンしなかった場合は１ホー
ルにつき 500円の寄付をお願いします。
問い合わせ・申し込み先
　旭志総合支所内旭志ゴルフ協会事務局
　中村・大塚

第22回旭志ゴルフ大会

市県民税の申告受付会場
受付時間　午前の部・午前９時～午前11時／午後の部・午後１時～午後４時

期日
菊池市役所税務課
（４番窓口）

七城総合支所
２階会議室

旭志総合支所
総務振興課税務係

泗水総合支所
２階会議室

午前の部 午後の部 午前の部 午後の部 午前の部・午後の部 午前の部・午後の部

２月16日
（金）上古閑、下赤星 上赤星、今 山崎 上水次

地区割り当てはあ
りませんので、都
合のよい日にお越
しください（ただ
し土曜・日曜を除
く）

指定の日に都合が
つかない人

19日（月）甲森北、乙森北 上町、中央通 下水次 岡田 住吉

20日（火）中町、下町 切明、迎町 辺田 流川 住吉

21日（水）横町、立町、栄町 正院町、西正観寺、
東正観寺 荒牧 高田 永・富納

22日（木）北原、亘 袈裟尾、玉祥寺、
遊蛇口 台 甲佐町 永・富納

23日（金）高野瀬１班～ 35班 高野瀬 36班～ 新古閑 清水 吉富

26日（月）立石、築地 片角 宮園 戸田島 吉富

27日（火）戸豊水、大柿、菊池平野、茂藤里
篠倉、伊倉、道園、
金峰 七城田中 本村 吉富

28日（水）上出田、下出田、花房台
植古閑、広瀬、
木柑子

菰入、
岩瀬 加恵 豊水・三万田

３月１日（木）菊池佐野、鍋倉、原細永、日生野
伊牟田、下組、
塚原、長六、岩平

羽根木、
蟹穴 五海 豊水・三万田

２日（金）

生味、古川（旧板
井原含む）、立門、
木佐木、
滝黒仁田

西迫間、七坪、
市野瀬、中野瀬、
東迫間

瀬戸口、
雇用促進 西郷 福本

５日（月）戸城、永山、伊野、杉生、木護
柏、鉾の甲、
太田、堀切、稗方 間所 福本

６日（火）

龍門１（虎口・
中片）、
寺小野、染土、
長野

小木、雪野、
鳳来、穴川 前川 板井 田島・南田島

７日（水）深川、北宮、村田 神来、大琳寺 梶迫 林原 田島・南田島

８日（木）
上西寺、中西寺、
辻、下西寺、
上長田、下長田

大塚、野間口、
東原、南古閑、
北古閑

元村 新村、
打越 桜山

９日（金）菊池松島、日向、柿木平、中原
藤田、下木庭、
上木庭、神鶴 内島 小野崎 桜山

12日（月）指定の日に都合がつかない人 上橋田 下橋田 指定の日に都合が
つかない人

13日（火） 〃 七城松島、
大尺

指定の日
に都合が
つかない
人

〃

14日（水） 〃 指定の日に都合が
つかない人 〃

15日（木） 〃 〃 〃

※都合で会場に来ることができない人は、事前に電話で相談してください。

参加者募集

軽
自
動
車
の

廃
車
・
変
更
・
移
転

手
続
き
は
お
済
で
す
か
?

小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で

　
　

家
族
み
ん
な
で
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

第
２
回 

菊
池
市
民
ス
ポ
レ
ク
祭

参
加
者
募
集
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菊池市役所
☎（25）1111

七城総合支所
☎（25）1000

旭志総合支所
☎（37）3111

泗水総合支所
☎（38）2111

　

菊
池
市
奨
学
資
金
貸
付
の
申
請
を

次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間

　

４
月
２
日（
月
）〜
４
月
27
日（
金
）

対
象
者

• 

菊
池
市
内
に
１
年
以
上
在
住
し
て

い
る
人
ま
た
は
１
年
以
上
在
住
し

て
い
る
人
の
子
ど
も

• 

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
短

期
大
学
、
大
学
、
大
学
院
ま
た
は

各
種
専
修
学
校
に
在
学
し
て
い
る

人
• 

経
済
的
理
由
で
就
学
困
難
な
人

• 

日
本
学
生
支
援
機
構
そ
の
他
奨
学

金
の
支
給
ま
た
は
貸
付
け
を
受
け

て
い
な
い
人

提
出
書
類

• 

奨
学
資
金
貸
付
申
請
書

※ 

申
請
書
は
教
育
総
務
課
お
よ
び
各

分
室
教
育
課
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

• 

住
民
票
（
世
帯
全
員
が
記
載
さ
れ

て
い
る
も
の
）

• 

世
帯
全
員
の
所
得
証
明
書

• 

在
学
証
明
書

貸
付
額
（
月
額
）

• 

公
立
高
校
（
高
専
含
む
）

　

１
８
、０
０
０
円

• 

私
立
高
校 

３
０
、０
０
０
円

• 

公
立
専
門
（
専
修
）
学
校

　

４
４
、０
０
０
円

• 

私
立
専
門
（
専
修
）
学
校

　

５
３
、０
０
０
円

• 
国
公
立
（
短
期
）
大
学

　

４
４
、０
０
０
円

• 

私
立
（
短
期
）
大
学

　

５
３
、０
０
０
円

決
定
方
法

　

菊
池
市
奨
学
金
奨
学
生
選
考
委
員

会
で
審
議
の
う
え
、
決
定
し
ま
す
。

※
決
定
通
知
は
５
月
末
日
予
定
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

教
育
総
務
課
ま
た
は
各
分
室
教
育

課
（
各
総
合
支
所
内
）

　
「
自
分
の
食
は
、
自
分
の
手
で
！
」

こ
の
料
理
教
室
は
、
子
ど
も
た
ち
が

自
分
の
力
で
料
理
に
挑
戦
す
る
教
室

で
す
。

　

調
理
の
基
本
（
包
丁
の
持
ち
方
、

ご
飯
の
炊
き
方
、
野
菜
の
切
り
方
、

ガ
ス
の
つ
け
方
）
か
ら
、
だ
し
の
と

り
方
ま
で
体
験
し
ま
す
。

　

ま
た
、
食
に
関
す
る
お
話
な
ど
も

行
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
生
き
る
力
を
つ
け
、

た
く
ま
し
く
育
ち
ま
す
よ
う
、
皆
さ

ん
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
。

と　

き　

２
月
24
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　

菊
池
市
中
央
公
民
館

内　

容　

ご
は
ん
・
味
噌
汁
・
お
楽

し
み
の
一
品

対
象
者　

原
則
、
市
内
小
学
校

１
・
２
・
３
年
生
（
但
し
、
４
・
５
・
６

年
生
も
可
）。

定　

員　

15
人
程
度

※ 

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

参
加
費　

２
０
０
円

持
っ
て
く
る
も
の

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

申
込
方
法　

菊
池
分
室
教
育
課
（
菊

池
市
中
央
公
民
館
内
）
へ
電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

菊
池
分
室
教
育
課

　

☎
（
25
）
１
６
７
２

　

Fax
（
25
）
２
９
２
９

実
施
日
な
ど

• 

３
月
16
日
（
金
）

　

午
後
６
時
〜
午
後
７
時

　

↓
講
義
・
現
地
観
察
説
明

• 

３
月
17
日
（
土
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

↓
現
地
観
察

　
　
（
阿
蘇
市
・
貸
切
バ
ス
で
移
動
）

担
当
講
師　

田
中
浩
二
（
熊
本
電
波

高
専
教
授
）、
古
江
研
也
（
同
教
授
）

参
加
料　

無
料

参
加
対
象

　

２
日
間
と
も
参
加
で
き
る
18
歳
以

上
（
高
校
生
は
除
く
）
の
人

募
集
定
員　

20
人

※ 

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

募
集
期
間　

２
月
13
日
（
火
）
〜
２

月
28
日
（
水
）

申
し
込
み
方
法　

参
加
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、
郵
送
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

〒
８
６
１
‐
１
１
０
２

　

合
志
市
須
屋
２
６
５
９
‐
２

　

熊
本
電
波
高
専

　

地
域
振
興
会
事
務
局

　

☎
０
９
６
（
２
４
２
）
６
４
３
３

　

Fax
０
９
６
（
２
４
２
）
５
５
０
３

と　

き　

２
月
25
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

一
番
館
ホ
ー
ル

　
　
　
　
（
熊
本
市
桜
町
１
‐
25
）

対　

象　

一
般
お
よ
び
高
校
生

参
加
校　

31
校
（
大
学
20
校
・
大
学

院
５
校
・
短
期
大
学
６
校
）

内　

容　

各
大
学
・
大
学
院
・
短
期

大
学
別
に
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

参
加
者
は
希
望
す
る
大
学
の
教
職
員

か
ら
大
学
の
内
容
、
講
義
内
容
、
学

習
方
法
、
受
講
手
続
き
な
ど
に
つ
い

て
直
接
相
談
を
受
け
る
。

参
加
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

　
（
財
）
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会

　

☎
03
（
３
８
１
８
）
３
８
７
０

募
集
種
目

　

２
等
陸
・
海
・
空
士
（
男
子
）

受
付
期
間　

２
月
５
日
（
月
）
ま
で

試
験
日　

２
月
８
日
（
木
）

試
験
場
所

　

自
衛
隊
健
軍
駐
屯
地

受
験
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
18

才
以
上
27
才
未
満
の
人

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部

　

菊
池
分
駐
所

　

☎
（
24
）
２
７
７
２

土
曜
体
験
教
室

子
ど
も
料
理
教
室

〜
ひ
と
り
で
で
き
る
も
ん
〜

市
民
向
け
教
養
講
座

熊
本
の
湧
き
水
と
暮
ら
し

〜
阿
蘇
谷
の
湧
泉
巡
り
〜

大
学
通
信
教
育
合
同
入
学

説
明
会
（
申
込
不
要
）

自
衛
官
募
集
案
内

公共事業入札の公表
●入札（開札）日：11月 20日（月）
　入札（開札）場所：菊池市役所３階第２委員会室

件名
予定価格（円・税込）

落札者 指名
業者数

事業
担当課落札額（円・税込）

平成18年度中町小学
校線回遊道路整備工事
（２工区）

26,753,000 
㈱荒木建設 10 都市整

備課26,040,000 

●入札（開札）日：11月 28日（火）
　入札（開札）場所：菊池市役所３階大会議室
平成18年度桜山地区
（763･765･767）
築造工事

14,378,000 ㈱トライク
工業 10 下水道

課14,154,000 

平成18年度市道高田
橋加恵線県道取付部
道路改良工事

14,650,000 ㈲タシロ建
設工業 13

七城総
合支所
建設課14,322,000 

●入札（開札）日：11月 29日（水）
　入札（開札）場所：菊池市役所３階大会議室
平成18年度住吉赤星
線道路改築工事

28,879,000 
㈱吉安建設 10 土木課

27,982,500 
平成18年度三万田（幹
線1-7）管路施設工事

28,369,000 太陽土木㈱
泗水支店 10 下水道

課27,510,000 
平成18年度豊水地区
（160-3-3）築造工事

39,010,000 
㈱荒木重機 8 下水道

課37,800,000 
平成18年度桜山１号
線配水管布設替工事
（１工区）

12,703,000 
㈲磧上水道 9 水道課

12,390,000 

●入札（開札）日：12月 14日（木）
　入札（開札）場所：菊池市水道局２階会議室
平成18年度北岸線舗
装改良工事

15,285,000 
㈱トーカイ 15 維持課

14,805,000 

●入札（開札）日：12月 14日（木）のつづき

件名
予定価格（円・税込）

落札者 指名
業者数

事業
担当課落札額（円・税込）

平成18年度雪野篠倉
線道路災害復旧工事

17,027,000 
㈱八方建設 10 維持課

16,485,000 
平成17年度田島団地
駐車場整備工事
（第３期）

13,521,000 
㈱荒木組 15 都市整

備課13,104,000 

平成18年度桜山１号
線配水管布設替工事
（２工区）

16,533,000 ㈲クドウ工
業 9 水道課

16,117,500 

平成18年度桜山１号
線配水管布設替工事
（３工区）

21,558,000 熊本設備㈱
菊池営業所 9 水道課

21,000,000 

平成18年度住吉熊本
線配水管布設替工事

14,179,000 
㈲若山商店 9 水道課

13,755,000 

●入札（開札）日：12月 22日（金）
　入札（開札）場所：菊池市役所３階大会議室
平成18年度四季の里
旭志ふれあい広場
改修工事

19,722,000 
㈲旭産業 9 商工観

光課19,162,500 

平成18年度亘高野瀬
線道路整備工事

16,955,000 
㈲安達建設 12 維持課

16,485,000 
平成18年度三万田（幹
線1-8）管路施設工事

17,237,000 
㈲成信建設 10 下水道

課17,094,000 

平成18年度出分線
道路改良工事

14,040,000 
㈲旭産業 12

旭志総
合支所
建設課13,597,500 

※ その他の入札結果は、菊池市役所総務課で閲覧（午前８時 30分
～午後５時）できます。
※落札額が 10,000,000 円以上のものを掲載しています。

地域別最低賃金 最低賃金額 効力発生日 適用範囲

熊本県最低賃金
時間額

平成18年10月１日 　下欄の産業別最低賃金の適用者を除く、すべての
労働者に適用されます。612円

産業別最低賃金 最低賃金額 効力発生日 適用範囲
紡績業、ねん糸製造業、織
物業、靴下製造業

時間額 日　額
平成12年12月25日 　次の労働者には、熊本県最低賃金が適用されます。

○18歳未満または65歳以上の者
○雇入れ後６カ月未満の者であって、技能取得中の者
○清掃または片付けの業務に主として従事する者
○「電気機械器具、情報通信機械器具、電子部品・デバ
イス製造業」については、上記の他に手作業により
または手工具若しくは小型動力機を用いて行う巻
線、組線、かしめ、洗浄、取付け、はんだ付け、バリ取
り、選別、検査、包装、袋詰め、箱詰めまたは梱包の業
務に主として従事する者

647円 5,176円
電気機械器具、情報通信
機械器具、電子部品・デバ
イス製造業

時間額
平成18年12月15日

675円

自動車・同附属品製造業、
船舶製造・修理業、舶用機
関製造業

時間額
平成18年12月15日

722円

百貨店、総合スーパー
時間額

平成18年12月15日
680円

　最低賃金は、働いて受け取る賃金の最低額を法的
に保障する制度です。原則として事業所などで働く
常用・臨時・パート・アルバイトなど雇用形態や呼
称の如何を問わず、すべての労働者とその使用者に
適用され、最低賃金の金額以下で労働者を働かせた

場合、罰則の対象となります。
　最低賃金には、都道府県ごとの「地域別最低賃金」
と特定の産業ごとに設定される「産業別最低賃金」
の２種類があり、熊本県の金額は次のとおりです。

※ 注１　最低賃金の対象となる賃金には、時間外・
休日・深夜手当や賞与、精皆勤手当、通勤手当、
家族手当は含まれません。
※ 注２　百貨店、総合スーパーとは、衣・食・住に
わたる各種の商品を販売し、従業員 50人以上の
ものを言います。

問い合わせ先
　熊本労働局賃金室　☎ 096（355）3202
　または　菊池労働基準監督署　☎（25）3136
※ 熊 本労働局のホームページ（http://www.
kumamoto.plb.go.jp/）には、全国の状況や最
低賃金の基礎知識なども掲載されています。

あっそうだ！ 今年の最低賃金いくらかな？あっそうだ！ 今年の最低賃金いくらかな？ 菊
池
市
奨
学
資
金
貸
付
の

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
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２
月
の
心
配
ご
と
・
法
律
相
談

心
配
ご
と
相
談

日
程
・
場
所

１
日
（
木
）

　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

８
日
（
木
）
菊
池
市
福
祉
会
館

15
日
（
木
）

　

七
城
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

22
日
（
木
）
旭
志
老
人
憩
の
家

開
設
時
間

　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

相
談
員

法
律
相
談
（
要
予
約
。
早
め
に
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
）

日
程
・
場
所

　

１
日
（
木
）

　
　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

開
設
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

弁
護
士
・
相
談
員

日
程
・
場
所

　

16
日
（
金
）

　
　

七
城
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

開
設
時
間　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

対　

応　

弁
護
士
・
相
談
員

問
い
合
わ
せ
先

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会

•
菊
池
本
所
（
菊
池
市
福
祉
会
館
）

☎
（
25
）
５
０
０
０

• 

七
城
支
所
（
七
城
多
目
的
研
修
セ

ン
タ
ー
）　
　

☎
（
25
）
５
０
１
０

•
旭
志
支
所
（
旭
志
老
人
憩
の
家
）

☎
（
37
）
３
７
０
８

• 

泗
水
支
所
（
泗
水
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
）　
　
　

☎
（
38
）
６
３
６
６

　

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
心

配
ご
と
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
を
持
つ
人
な

ら
誰
で
も
、
ど
ん
な
問
題
で
も
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。

２月の行事予定
菊池 七城 旭志 泗水

1 木

2 金 ６・７カ月児健診13：10～13：30　文化会館

3 土 豆まき　10：00
西部市民センター

4 日
第４回竜門ダムわかさぎ釣り大会　6：00～受付　竜門ダム
ダム湖周辺ウォーキング　9：00～受付　竜門ダム

5 月 健康相談
9：30～10：30　泗水総合支所

6 火
３・４・６・７カ月児健診
13：30～14：00
旭志老人憩いの家

7 水
３・４・６・７カ月児健診
13：30～14：00
七城多目的研修センター

8 木
献血　9：30～11：30／
12：30～16：00  泗水総合支所

アットホーム「マタニティ」（母親学級）　13：15～13：30　菊池市中央公民館

9 金
３・４カ月児健診
13：10～13：30
西部市民センター

10 土

11 日 第33回泗水町内一周駅伝大会
9：30スタート　孔子公園

12 月

13 火

健康相談
9：30～10：30　健康相談室

行政相談　9：00～12：00
七城多目的研修センター

育児相談　9：30～10：30　西部市民センター
社会保険出張相談所開設　10：00～15：00　菊池市中央公民館

14 水 すくすくクラブ
10：30　西部市民センター

３・４カ月児健診
13：30～14：00　泗水公民館

15 木 ６・７カ月児健診
13：30～14：00　泗水公民館

16 金

１歳６カ月児健診
13：10～13：30　文化会館

平成18年分確定申告　～３月15日まで　各会場（詳細は本紙24ページ）
男女共同参画専門委員相談　13：30～16：30　文化会館

17 土

防犯の窓防犯の窓防犯の窓シリーズ 2121
まだまだ被害多額な融資保証金詐欺
　昨年１年間に、菊池警察署で振り込め詐欺
相談を受理した中で、融資保証金詐欺被害
は 41件、被害総額 1,429 万円になりました。
詐欺被害に遭わないよう、次のことに気をつ
けましよう。
● 東京方面からの融資勧誘は問題が多く、細
心の注意を払って下さい。
● 「保証金を振り込め」、「あなたの信用度を
見る。サラ金から金を借りて送金してくだ
さい」などという融資はあり得ません。
● 最初は優しく「融資します」と言うが、連
絡が取れなくなると「誘拐するぞ」などと
脅し、態度が豹変します。
● 一度振り込んだお金はほとんど返金されま
せん。
●あなたのお金と個人情報が狙われています。
●一人で判断せずに、誰かに相談しましょう。
問い合わせ先
　菊池警察署生活安全係　☎（24）0110

休日在宅当番医 ※休日在宅当番医は変更されることがあります。休日や夜間の医療機関は、地域救急医療情報
センター（菊池広域連合消防本部）☎ 096（232）9331 に問い合わせてください。

２月４日

さとう医院 大津町 096（293）2550 温耳鼻咽喉科医院 合志市 096（248）6188

旭志石田医院 菊池市 （37）2037 わたなべ歯科 大津町 096（293）2325

山下胃腸科クリニック 合志市 096（345）0600

11日

竹田津医院 大津町 096（293）2521 産科婦人科 大竹クリニック 合志市 096（344）3232

隈部医院 菊池市 （25）2851 石川歯科医院 菊陽町 096（232）5818

光の森脳神経外科内科 菊陽町 096（232）7711

12日
野沢内科医院 大津町 096（293）8000 岩倉整形外科医院 大津町 096（293）8888

髙木医院 菊池市 （25）2532 友田皮ふ科医院 合志市 096（248）6211

　

中
学
校
卒
業
以
上
で
、
学
習
意
欲

の
あ
る
人
で
あ
れ
ば
年
齢
を
問
わ
ず

３
年
間
で
卒
業
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
２
年
、
３
年
へ
の
転
入
・

編
入
も
可
能
で
す
。

　

必
要
な
学
習
活
動
は
次
の
４
つ
で

す
。

①
衛
星
ラ
ジ
オ
の
放
送
講
座
を
聴
き

な
が
ら
自
宅
で
学
習

②
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
、
添
削
指
導

を
受
け
る

③
月
平
均
２
回
登
校
し
、
授
業
を
受

け
る

④
学
期
毎
の
定
期
試
験
を
受
け
る

願
書
受
付
期
間　

２
月
19
日
（
月
）

〜
３
月
29
日
（
木
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

〒
８
６
２
‐
０
９
７
０

　

熊
本
市
渡
鹿
９
丁
目
１
の
１

　

東
海
大
学
付
属
望
星
高
等
学
校
・

　

熊
本
校

　

☎
０
９
６
（
３
８
３
）
７
３
３
０

　

 h
ttp
://w

w
w
.b
o
s
e
i.to
k
a
i.

e
d
.jp

と　

き　

２
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ

　

菊
池
市
袈
裟
尾
４
４
５
‐
12

　

菊
池
市
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

内　

容

　

イ
ス
、
マ
ガ
ジ
ン
ラ
ッ
ク
、
プ
ラ

ン
タ
ー
、
す
の
こ
な
ど
の
製
作

募
集
対
象

　

小
学
３
年
生
以
上
（
１
〜
２
年
生

は
保
護
者
の
同
伴
で
参
加
可
能
）
15

人
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
作
品
の
材
料
の
み
無
料

応
募
方
法

　

２
月
14
日
（
水
）
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
に
氏
名
、
住
所
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
記
入
の
上
、
次
ま
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申
し
込
み
可
能
。

主　

催

　

菊
池
市
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
会
（
会
長
・
坂
本
勲
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

菊
池
市
旭
志
伊
坂
５
２
４
‐
１

　

菊
池
森
林
組
合
（
原
山
）

　

☎
（
37
）
３
５
０
０

　

Fax
（
37
）
３
１
８
０

衛
星
ラ
ジ
オ
放
送
を
使
っ
て

自
宅
で
学
べ
る
通
信
制
課
程
・

放
送
教
育
コ
ー
ス
で
高
校
の

卒
業
を
!

春
季
入
学
生
募
集

木（
も
く
）の
オ
リ
ジ
ナ
ル

作
品
作
り
に
挑
戦

〜
キ
ッ
ド
自
然
探
検
教
室
〜

　12月 15日発行の「きくち市社協だより『笑
顔バンザイ！』第８号」の６ページに掲載した、
つどいの広場「ひだまり」の電話番号が誤って
いました。おわびして訂正します。
誤（×）　090-1714-9818
　　　　　↓
正（○）　080-1714-9818
問い合わせ先　菊池市社会福祉協議会
　　　　　　　菊池本所　☎（25）5000

菊池市社会福祉協議会からの
「おわびと訂正」

スタート

第３中継所

第４中継所

第２中継所

第１中継所

第５中継所

第６中継所

第７中継所

ゴール

◆ コース変更・・・今回は工事によりコースの変更をし、桜山・
永南方面と田中方面は通過しません。
◆ 交通安全上のお願い・・・例年、指定車以外の車両が多数コー
ス内に進入しています。非常に危険です。交通指導員の指示に
従うとともに指定車以外のコース内進入はご遠慮ください。

第33回泗水町内一周駅伝大会
2月11日（祝）　午前9時30分　孔子公園スタート

コース図

区　間 中　継　場　所 区間距離 通過予定
時　　刻

第１区 農協前～農協東支所倉庫前 4.4km  9：46
第２区 　～北住吉山本自動車横 3.3km  9：59
第３区 　～菊池農高通りB&G体育館入口 3.0km 10：11
第４区 　～村吉運動公園前 2.5km 10：21
第５区 　～三万田農協ライスセンター前 3.1km 10：33
第６区 　～岡つつみ前 4.6km 10：51
第７区 　～井戸方改善センター横 4.4km 11：09
第８区 　～孔子公園ゴール 4.0km 11：25

皆さんの声援をお願いします。
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入場料（全席自由） 前売り一般　2,500円（当日3,000円）
 前売り高校生以下　1,500円（当日2,000円）
※前売り券完売の場合の当日券はありません。
※未就学児の入場はできません。
チケット販売所
菊池市文化会館・菊池市役所売店・エルシティ－キャニオン・夢空間・
フォト＆バラエティ吉田屋（マルショク泗水店）・七城公民館・旭志多
目的研修センター・泗水公民館・中央公民館・益崎デンキ・一柳珈琲・
菊池市内郵便局・ブックシティ大津店
主　催　菊池市教育委員会
問い合わせ先　菊池市文化会館　☎（24）1101

　オカリナ奏者の第一人者、宗次郎さんによる「宗次郎クラシカルアン
サンブルコンサート」を開催します。
　音響機材を一切使用しない完全生音のコンサートです。市民の皆さ
んのお越しをお待ちしています。

と　き 2月25日（日）
 開場・午後3時30分／開演・午後4時
ところ 菊池市泗水ホール　

菊池市役所（本庁）は、環境管理の国際規格「ISO14001」を認証取得しています

菊池市情報企画課
〒861-1392
熊本県菊池市隈府888番地
TEL 0968（25）1111
FAX 0968（25）5720
ホームページ　http://www.city.kikuchi.kumamoto.jp/
市長メール　mayor@city.kikuchi.kumamoto.jp
行政メール　kouhou@city.kikuchi.kumamoto.jp

発行・編集

敷島印刷株式会社
印刷

■人口：52,646人 （-35）

　男性：25,216人 （-18）

　女性：27,430人 （-17）

■世帯：17,414世帯 （+8）

本文は古紙配合率 100％
再生紙を使用しています

平成19年2月１日号 編
集
後
記

編
集
後
記

12月末の人の動き
（対前月比）

　

１
月
14
日
（
日
）
に
菊
池
市
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ
っ
た
菊
池

市
消
防
団
出
初
式
。

　

団
員
た
ち
は
２
列
に
整
列
し
て

服
装
な
ど
の
点
検
を
受
け
る
「
通

常
点
検
」
や
、
各
分
団
か
ら
の
カ

ラ
フ
ル
な
一
斉
放
水
な
ど
を
披
露

し
た
。

　
「
市
民
の
生
命
・
財
産
を
あ
ら

ゆ
る
災
害
か
ら
守
る
」
と
い
う
大

き
な
使
命
の
も
と
活
躍
す
る

１
、
６
３
２
人
の
消
防
団
員
た
ち
。

今
年
も
そ
の
勇
姿
を
見
る
こ
と
が

で
き
た
。

菊

　「ハッピー・バースデイ」では、平成19年４月まで
に誕生日を迎える３歳までの子どもさんの写真を
募集しています。随時募集していますが、誕生月の
掲載になりますので、誕生月の前月10日を締切日
とし、先着７人を掲載します。写真にコメントを添え
て、菊池市役所または各総合支所の広報担当まで申
し込んでください（写真は後日持参でも可）。

ハッピー・バースデーハッピー・バースデー

H18年
2月9日
生まれ

H18年
2月25日
生まれ

みんなにズームイン！

莉玖ねぇ、
今年もたくさん
あそんでね。

り　く

喬有兄ちゃんと
モーモーが
大好きです。

迫　

結
有
ち
ゃ
ん

（
１
歳 

○ 

東
迫
間
）

父
・
昭
一
郎
さ
ん

母
・
直
美
さ
ん

は
ざ
ま　
　

ゆ　

う菊

森　

遥
都
く
ん

（
２
歳 

○ 

北
原
）

父
・
誠
一
郎
さ
ん

母
・
紀
美
子
さ
ん

も
り　
　

は
る
と菊

宮
田　

陽
く
ん

（
１
歳 

○ 

竹
の
下
）

父
・
創
さ
ん

母
・
ゆ
み
さ
ん

み
や
た　
　

は
る

前
田
崚
太
く
ん

（
２
歳 

○ 

上
赤
星
）

父
・
澄
渡
さ
ん

母
・
精
子
さ
ん

ま
え
だ
り
ょ
う
た菊

原
田
拓
海
く
ん

（
１
歳 

○ 

桜
山
八
）

母
・
美
華
さ
ん

は
ら
だ

た
く
み泗

い
わ
し
た 

が
く
と

岩
下
岳
杜
く
ん

（
２
歳 

○ 

平
野
）

父
・
祐
士
さ
ん

母
・
有
紀
さ
ん

泗

H17年
2月21日
生まれ

H18年
2月4日
生まれ

H17年
2月2日
生まれ

H17年
2月27日
生まれ

「おうまのおやこは～♪」
上手に歌えるよ！
元気いっぱい!!

4人兄弟の末っ子です。

じいちゃん、
ばあちゃん、
だぁ～いすき！

ありがとう「あっ」。

じいちゃん、
大きくなったら
バイクで遊びに
連れてってね！

宗次郎クラシカル
アンサンブルコンサート

平成18年度泗水ホール自主文化事業

泗


